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この決戰に勝拔く策如何といふ肇國以來の眞劍なる公業に對して

は我々は既に決然として明答を下して各ケその部署に力鬪を綾けて

ゐるのである。

重黙輸迭の國策に呼應し輸迭増強一途に邁巡するは電鐵機器製作

R從事する我や逢業人の刻下の重責であるが最小の資材巴勞力を以

て最大の効果を変揮すベB戰時條件の附帶せる事を銘記すベBは勿

論である。代用'9,を使用してその品質性能に右顧左卿し石橋を鼓い

て渡る体の悠長さは當然許されざる時代である事は今更中す迄込な

ψ0 我ケは需要岩側に於て段ケとの覺悟の示二れ居るを見て敬服宰

ろ汗顔我々製作供給者として時局認識の足らざる處未だ多Bを顧て

自ら鞭打猛省を怠らね次第である。

頭

寧

第 琥五

弘田實禧

(大阪製作所砥鉱部長)
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立体的機構を應用、せる台車の構造

内容梗概

電氣機關車に於て主篭動井隠配置の開係から、先台車に心向棒心E用不可能の場合があるが、放射軸
述鍍を應用した新しい機橋の案出により之を解決するととが出來た。更に此の原理を判1しす、めて
可挑動力傳逹共置を完成し、高速座電氣機關車に於ける主鼈動機齒車等の衝喫防止法考案に成功し
た。

1.緒

或る機拙を老ヘろとき、平面的にのみでなく、立体的

に、老ヘると、案外旨ぐ解決するととが多い。

と＼に平面的とか立休的とかいふのは、りンク仕掛の

例をとるならぱ、一般のりンク仕掛は平面的で、自在接

手は立体的である占い'、見力なのである。前者にあつて

は、りンクは一千面内叉は平行なる幾つかの平面内で運

動すろ。換言すれぱ、りンクを蓮結してゐる亡ンの中心

線は互に平行になつて居る。パンタづラワ集電器などは、

構造は勿論立体的であ乙が、機俳上から見れぱ〒価的の

もの主言ってよからう。後薪にあつては、とれ心一種の

リンク仕掛占見イ故,すと古が出來るが、亡ンの中心線は前

者と異り、一般忙放射軸述鎖をなして、開節部分の一黙

に集中してゐる。

筆岩は、此の様な立体的機榊を應用ずる事忙依つて、

各國の車輔業岩問に於ける多年の懸案を解決し、相當の

成果を收める事が出來ろと耐創言するのであろ。

本論に入ろに先立つて、放射軸連鎖の誘明を二、三附

け加ヘ匪い。

」

三菱重工業株式會赴
原車柄製作所三 ノ」ゞ

621.335: G21.8
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崎

れにビストンb の取付いてゐる軸 lbが猷り、兩軸共に

eストンと反對の端には腕 2,及ぴ 2b を持つて居る。さ

の腕は、主軸 3 の端に 180 麼位相を異にして取付けて

ある腕 4。及ぴ 4b に夫々りンク 5b 及ぴ 5b で逹結し

てある。而して eストン軸 1"及ぴ lb と主軸 3 とはー

直絲上になく、 Sだけ航して千行に設けられて居ろ。斯

くして主軸が等速回榔をするとき、 eストンは不等速回轉

をして追掛、け運動をする事となる。との機構の要黙は、

軸を偏心的に設ける事に依つて、一回轉中に最六及ぴ最

小速爽各一艇の不等速運動を起し、所期の目的を逹する

のであつて、前赳切)平西的機織に屬する。との機關の欠

黙は、亡ストンが軸の片側に取付けら札て居るため、高速

回轉には適しない事である。

築 2 圖に示す如く、 a.の反窒"則には a.を、 b'の反

對側には b。を設ける俳造とすれぱ釣合のよいビストン機

構が得られ乙譯であるが、企時に eストン軌辻主軸との

闇の開係につぃても檢討'して見る必要がある。ビストンを

4 個とすろと、ビストンの不等速回轉は、一回轉中tC最大

及ぴ最小述度が各2度ある事が必要で、とのやうな運動

をすろ機織には、陪圓形の齒車を使用すれぱよく、叉、

断車が好ましくない場合には、千面的のりンク仕掛と

カムとを組合せても出来ろが、立体的りンク仕掛である

所の自在接手を使用するととによつて面由く解決し得局

のである。

自在按手に於てはJ京動側の軸と從動側の判ルが或る

角奥をなしてゐるとき、原動軸が等速回轉をすると、從

動軸は一回轉中に最大及ぴ最小述度各2度の不等速回惇

2.放射軸連鎖の應用

第 1 圖は一般忙用ひら札て居る回轉 eストン式機開

で、輪になつたミリンダ内を 2個の亡ストンa 及ぴbが迅

ひつ追はれつ回惇し、弁装置が不要で、し,かも蒸氣の流

れが一方向になるので一寸面白い織造である。との櫨開

に於て、回轉亡ストンが動作する機構を説明すれぱ、

亡ストンa の取付いてゐる車血 1.は中室になつて居り、 と
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第 3 圖ホ心を使はたいで圓弧を描く方法

をなし、その妾合は兩軸闇のなす角度にょつて異る。と

の原理は、そのま X4個の亡ストンに愈用tる事が出來

る譯で、とれを第2圖について設明すれぱ、軸 6.には

f,、トン a.及ぴ a。を、軸 6"には eストン b.及ぴ b。を

夫々取付け、軸 6"には自在接手 7。、 8a、及ぴ 9.を、

軸 6b には冑在接手 7b,8b,及ぴ 9b を夫々取付け、主

軸 10 に 9"及ぴ 9"を 90 産位相を異にして取付ける

と所要のものが出來るのである。而してとの機開では、

とれを蒸氣機關に作れぱ回郷力は偶力として働き、叉内

燃畿開とtれぱ 1 回縛で 4 衝程を行ふ興味深いものと

なるが、實際問題としてはパ,,千ンを如何にするかとい

命喫'が問題である。

弐に圓弧を描く機織について述ベて見る。

圓を十苗く托は一般にユンパスを用ひ、六きな圓はビーム

コンパスに依り、更に大圓となれぱ圓弧定規を用ひるので

あるが、大小 2 枚の鳳板の中心に 1 本の軸を通し、圓

板の間隔を加減し、とれを轉がすととによつて任意の圓

弧を描くアーコづラワは立体的機構の部類に入る。

今、識用紙を第3 圖のやうに0黙より放射状に交互に

裏表に折つて、 A の部分を圖板の上に抑ヘ付け、 B の

部分を動かせて見ると、 B の部分の任意の黙は0を中

心として或る範圍内で球画運動をするとと力蔀伴る。今、

Bの部分の任意の黙Pに鉛第を突剌して圖板に線を揣く

と、とれは0を中心とする圓弧であるととが了解印,來

る。中心0の附近の部分を鎖線Cの所から切取つても圓

弧を描く作用には饗りがない。とれも放射軸連鎖の應用

であつて、とれを實用化したものが第4圖、及ぴ第5圖

に示t如きものである。とれに依ると半徑は無限大から

30 糎程度までの問を逹綾的に加減出來るので茜だ便利

であ b、細かな加減は鉛筆をホらしてもよく、接近した

同心圓を描くときに一從來の圓弧定規による不都合が起

らない。

伺、齒車の如きもとれを立的体に考ヘれぱ、喚晋の少

いものを作り得るが、との事は叉他の機會に述ベる事巴
し,やう。

立体的機揺を應用せる台車の柵造
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3.心向棒無し先台車

十數年以前、當耻でICC1形の電氣機開車を設計した

際、主電動機配置の關係から、先台車の心向棒を設けた

い場所に丁廣主電動機が來るので、從來の心向棒使用を

'^

第5 圖小崎式大圓弧コンバス

出來ぬ事となつた。丁度圓弧を描く場合にコンバスの針

を立てる場所がない譯であるから、圓弧定規を使二、様に

圓弧状の部】分を設け、とれを案内として滑'らt方式の

アダムス軸を採用して4よいのであるが、作用上及ぴ保守

上から老ヘて一考の含"也があり、他の力法を研究する事

となつた。平面的な機織では思、はしくないので、立体的

に考ヘをめぐらしたととろ、放射沌'、連鎖を應用した新

らしい機砥を築出し、とれを用ひて心向棒の無い先台車

を設計する事が出來たのであろ。

とれは前章に於て述ベた第3圖の應用であつて、第 6

圖に示す如き構迭となり、既に當時本誌上(昭和2年4

月琥)で紹介したものである。本機構は殘念乍ら未だ實

際に使用する機會に惠まれないが獨逸國鐵急行列車用

E05形電氣機關車にへンシェ1レ赴が第 7 圖に示す如き企

一原チ里に依乙ものを活用し、其後企杜の手ーゼル電氣機

開車たも採用して優秀な成頴を收めて居る事を知つた。

ヘンシェ1レ赴の發表は當赴が第 6 圖のものについて特許權

を得てから數年後のと主であり、常赴の考案がへンシェル
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第 8 圖

心向棒無し先台車

(實用新案出願中)
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耻のより途かに先即堅,て居つた詮左と冶なり、茜だ瑜決

に感じた次第であ乙。

第6圖のものは凉理と{.ては完釜であるが、質際i゛迄

としてはりンク及ぴビンの駐が多い駄力辻fましくない

ので、種々改良を企て、工戰乍我邦で最もー一般的tこ使用さ

れて居る 1コノミー式先台車迄應用して第8圖の新型を設

計したのであるがとれについて少し詮明を加ヘて見乙'

1 は先斬肺山で、 2 はその軸箔であろ。とれに 1コノミー式

復元装置3 を介、して中心、eン4 から荷璽が小＼つて,屠る。

一般の1苦造は軸糟2 に'D向雫iフド画定してあつて、そのt飴

が0騨nこ亡ン'ぴ"好付けられ、との獣を中心として先台車

が圓弧を材孔ハて移動ル、心H映1寺を遜j過すろやうになって

暑るのであ乙が、 0黙の所に丁慶主遼動識Mがある占心

向惇を設けるととが出來ない。ホ嫉逃は"5を主台車の

引張箔 6 及ぴ慮動誕釣惜梁 7 に夫々]ル付けて診る軸受

S及ぴ9 に依つて軸の中心線が0勤を通り、而ブjで下つ

て締科す乙やうに取付け、との軸に長い腕 W 及ぴ短い

難 U を取イ寸け乙。腕]0 双fぴ U にはとれを假にクランク

腕と考ヘるならぱ、クランクぜンに粍仙する eン 122之ぴ13

をヲt々設け、日つとのビンの中心、1祭は0黒ξを通ろ桜1にす

乙。而して亡ン]22之ぴ13は或11f范2 のがH妾に突出してゐる

碗 H 及ぴ 15 に夫々嶺まり、との削">は丁夕桜器車の

動軸が軸箱に巖まり、とれが軸結守の内を士下に招動t

乙のとξゞ様になつて居名。即ち亡ン12及ぴ 13 は動判1に

相鴬し、滑'り孔 16 及ぴ 17 は軸箱に相倦すろ。軸箔竿

に相鴬する部分は 18 及び W であつて、動弊Jの斗トル1

異る黙は、横のブj向に一定の關係を保つと共に、向ビン

12及ぴ13の端を半球西に作り、此處にも溺・り孔 20 及ぴ

21 を設け、前後にも一定の關係を保たせたととである,

ラ劇輸が山制W谷に於て千画圖に示す矢Aの力向から力を

受けたとす札ぱ、玲及び 19 の都分に邦されて腕 10 及

ぴ 11 は鎧途泉で示しブCやうに移動し、ビン12及ぴ 13 の

中心市良はOPの如く 0黙を中心、として向を發ヘ、心、向俸

を用ひたと企椴に先台芋が動く。とのとき eン12及ぴ

13 の巾C.釈士岡錐西を描一て少し下乙が、 m述の如く

eンと、判"衡から突出して居乙腕占の問に溺・り孔が設け

てあつて上下の運動は店由であろ尓ら何等支;卓は生.じな

い。叉、との洞'り孔は主台車が上下に振劃ルて.じ向装置

全体が上下に動いて4先台車には11!鵬剛系.なる如く二重

の役貝をして居る。

5,10,11,12 及ぴ 13 から放立つて居乙クランク様の

ものでは、軸5 と亡ン12及ぴ 13 とは或る角度をなして

居るが、とれを平行にすると千行運動を行'、機構功新昇ら

れ、次節に述ベる可挑動力傅達装置は此の原理を應用し

たものであ乙。

4.可撰動力傳逹装置

賃下發展途上{てある称送披開の高速広化忙件ひ、譜氣

機關車に於ては、主電動機、齒車等の衝撃を防ぐ方法を

檢討すろ事が焦眉の問題主なつて居乙、一般に」比の目的

立体明機構を 用せる

ヅノためには主竃動識を主台枠に固定し< eニオンと大歯車

主を一定の關係に保たせ、六歯車と卿N兪とを可挑的に連

結する方法が用ひられて居る。との力式のうちには、

パネを用ひるもの、拘Υ討妾手を用ひるもの等もあるが本
ミ洞に於ては工1らカレダム元W妾手から子企j室したと見る<ミき

1幾N!1.1て"つ、ハマ丁牙ラノ＼乙匡"'上ガ、、る。

第9艇は、覗在までに谷Wに於て考築された冶のを墾

理集鉄したものであつて、六歯車と動輸の部分のみを示

しブC11創岡であ乙。配列は次の述り占した。

A列は滑'り孔を用ひたもの。

B到1は削1分＼f内広「]μを用ひメこもヅ)、

C列は子行四辺形りンクを 2糊、"オ目を述ヘて細心、せ
たもの、

D列はテコ占りンク主を荊1、会せたもの。

E列は1'成青'扮、を劉途仟雰嗣に配置し,たもの、

F引}はニンゴ本'1越汗侍にょつたもの。

と四憐佳に於て辿J奥な條件とし.ておへら,札るととは、

房} 1 (こは、 1やf11主返加喩と d)f1Ⅱ{こ研,11三・,,F.J力ξ声Ⅱきても、

嫌鞠角速此に斐化なぐ鯨動t乙ものであると七。按言す

れぱ、齒屯叉は動輪の一力を_止めて、他方を耐仂北.たと

き、パンタづラフの卿K 常に平行江動を行ひ、傾斜逝動を

行はないと主が直、要であろ。もし〒、行逓動を行はない機

織であれぱ、"條の鞭貝を通過する際等に膨川碕が上下動

をナ乙主、と丸力ξ衝1染となつて隣、乎1に縛は易と主、な
ζ)。

箏2 には、鍋;昂ι削抄ナ0少いとし。

こ 3 には、塑!ff¥ド易'6、イ呆Yfに便なる C ,。

、6才ク

との機刷dバ伺々について轟述刀する煩を溢け、その概要、

を築1まに集銘した。とれを見ると、干磁i的機儲にょる

A列からE列までのものは、原則とし"て5個の構成部分

節を以て迎蒲す、るととが膨、要である事となる。 B.,B。及
ぴD0 は 4 個上なつて居るが、とれは商"}的齒車を用ひ

た爲、りンク 1 個を減じた¥,ので、特殊の場合主見做し

イ号・乙。

俄織左し・ては、一般に附'り孔と齒車とは成るべく避け

たものである。し,かし B.のものなどは相常數贇用せら

れて居.、.簡軍には結論をイ寸けイ尋ない。

製作及ぴ保守の黙から考ヘろ主、りンク_及ぴテコに依

つて俳成出來れぱ理想的である。りンク汲.ぴテコを用ひ

て、角速此に奨化の起らぬものを作るとすれぱ、誰の考

へも大差なくC列に齢着する。とれは一見明らかなる如

<、いづれも構成部分の配列が非堂仟再的で、釣合の悪い

欠熟がある。釣合のよい形のものとtれぱ、 E列のもの

上なつて、角述比に焚化を生ホろ事となる。

釣合もよく、角速比の鑓化が生じないものを得る爲忙

は Aハ乃 A.の如く、洞'り孔を必要主、上る結果となる。

との事は、後述の立休的機織のものに於ても起乙問題で

ある。

との奘置に就き、谷駒心技術名は最ネ刀以上の如き平面

の
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3

氣機關車可挑動力傳逹装置

E は平面的機揺によるもの、 F は立体的機橋によるもの
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第Ⅱ圖ノ 角速度ノ

燮化ノ有無

立体的機赫を應用せる台車の橋捗

B

1候

滑リ孔

C

橋成部分(節)

部
齒
分 Bり̂
,^

早

D

2

E

コ 中問物

ノ

ノ」、'崎

種類

F

卜 ソ ノ

ン

的機構のものを競争的に考究して居つた。當赴に於て

も、 7勿めは C。のものを老築したのであるが、とれは機

織上から見れぱ、 C'及ぴC。と企類のものに過ぎなかつ

た。其後種々工夫をして前述せるクランクを用ひて平行

運動を行ふ事に着眼し、 F.の構想を得た。とれは圖に

て明らかなる如く、大齒車に軸受で支ヘられたクランク軸

の兩端にあるクランクeンを 2個のりンクにょつて動輪忙

漣結した込ので、 C。の 2 組の千行四邊形りンクの内 1

組をクランクで置き換ヘた如きものである。とれにょる

と角述此には塗化なく、織成部分はクランク 1 個とりンク

2 個、合計 3 個となり、干面的のものでは 5 個を必要

としたものが、立体的とする事によつて3個に減じたの

'6ある。

との装置を當社にて裂表手帝貞中、獨逸に於ても企一原

理に依る F。が考築されて居る事が判明した。而して日

本では當赴が、獨逸ではジーメンス赴が企一原理のものに

つき夫々自國の特許樅を得る事となつた。とれによつて

東西途か國境を異にして居つても、技術者の究極する理

論は期せホして一致すろものであると言'、感を深くした

7

ク

個數

クランク

2
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第 1表

計

2

第 9 岡に示す篭氣機關車可繞動力傳逹共置の機栂概要

2

2

次第である。

其後とのクランクを用ひたものに F。の米國チェスチンづ

ハウス赴のものを見たが、とれは釣合のよい形とするた

め滑り孔が用ひてある。 F'のものも企じくクランクを用

ひ、軸受部分が渚,り孔の役目を粂ねて居る。 F,のもの

は、クランクを鑓形し,たものといつてよからう。 畠

斯くの如く、久し,きに亘つて、各國に於て競争的に考

究されて居つたとの可挑動力傅達装置も、とのクランク

を用ひる立体的機構の發見と共に、一先づ幕を閉じた形

である。然し、本論に於ては觸れなかつたパネ式のもの

については未だ研究の餘地があると考ヘる。

5.結 言

本構造は、國鐵の電氣機關車、或ひは貝下棚乍中の

300OV 殺大形機關車等に直ちに適用し得ろものである

が、本築の如きが採用される曉には、戰時下輸途陣に光

彩を放つとととなるべく、六いに朝待致して居る次第で

ある。 以上
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内容梗概

ウエスチンづハウス式空氣づレー千が鮫道名、滿鐵、鮮銭尋の鐵道」互煽に探剛さhてから厩に

久しく、との闇ウ赴の技術を取り入れると共に我技税示旨の絶えさ'る研究により我絃弦粂道

卓幅の井異佐に適應した改央暹歩がたされて來たが、.今や鐵道卓糯の世y印町島漣姪化が計

洪されるに嘗b空氣づレー十焚織も我同燭牛予のもの、出現することが期符宅れてゐる。水

稲はそれらの推歩の跡を辿り、叉肪暁勲ご吋し力m可たる共羅が饗望さ力'てゐるか託ψ鳥げ、〒

の概愛を記したものである。

1緒

除途附iの鬼禦が1見 Fνど椣兌躍"_kι、須な乙二凸は蕭jずる

迄も匁モいとと'6ゐつて、 1_1下f貰大,t巡ごる作鞍匝牲"説こ

占領j皿或に封す乙輔瓢分は海,滞によるとぞ t通生!'之、,要モさ

れる虎である。iXつて岡内鱸に大漆力袖金;こ辻二玲直ル0、

自脚戸}二亨を活用1ノて所'村陸述0喩製が計ら上つ＼める除

讐1,!flrD1稲用ぢξ"ミづレー十・生で、門'び)皐1イ乍勺立{C 石汗,ナ、1CIY;<、 L も甲上

時咲工常對策が誹ぜられねぱ氏らない"

支那註*処を契朧として大11材蛇迦輔U公力戯化のため、日

示はりヰ寸司・・、の」1"啼C〕1ルHL!立{こゾて1宰'1H_互稲1ゾ1;屯吋,11偸jつ手゛子

が賀現されるに至つたが、その目的を注成するにも、牛

産蠣強のためにも、從來"'径のMubて多かつた太氣づレ

一十部分品を統一す乙と上は最も緊要のととで,兆に企批

院鐵道弓蔀雨技術恊議會にて部分編'窕一宏かυUを辻島れ為
、

や直ちに贇施K移し才i々その效果を撃け~CゐZル

節ち從來製作會稚より供給して夾た宅瓢づレー千部分品

1こは滿鐵、鮮参¥亭に探剛の大陸向も、鐵道告に便用の内

地向上があり、南者ル*ては製作寸法力蔀寸主メートルに1衣る

1除女、ネ子荘本の相述、又は孫用形式の栴述等かあつて

遍.亘が多種多様なため、C場4X彪率を低下し,、生産能力を

阻害すろとだが荘だしかつたものである。凶に前祀1弱議

會で第一回目の都分轟.訓査黙狸絲勺2000 琳中より才じ80%

が統一された詰果約8船黙山都分'1'坂を減中易と主が出

來たが、今後更に統一の進行をみる筈である。

叉單剣呼對策として代刷材の採用により、或は基本設計

の鍵熨により、重要贅材の苛絲勺を極力計小つ＼ある。併

し室氣づレー千部分品の如く既に莫六な數力江巨煽に取付け

られたものを一齊に更新す乙ととは時局下不可能であつ

て、新1凱祁分品の澀渚による多少の不便は右るが、六局

的に見て事情止むを得、中主 1、宅形製ゾ,,1,のよη新却.恪に

寿ι一ーしてゐろ。

以上は單部寺下措置とL.て執られた策の一端'Cあるが、

以下最近の室氣づレーキの艦逹主將來の避リ弩に0き述ベ度

V、主思ゞ'ー

三菱重工業株式會赴
三原卓楠契作所

皇

本

、

田

e252-592

朏で 次

2 室氣づレーキに對する最近の要求

最近高速度の多嘱劫靖"註せられ、それに便用する室氣

づレー牛装置につき姓烈となノ)て来た要求を列舉する.、

凡.そ次の加1き心の力ξある。

fl)づレー牛の作用をH_.し来るだけ早く列車桑体に傅逹

したい

, B')ダ山亘の述度を幽山忙力川j戈すると.が出來ると共

に停止師雛を短禰し,たい

(3)停車時の卓怖の溺,りを防_止したい

信枕裴置と述繋して列車のづレーキ奘置を作刷せ

し,め、列車の運行を制御したい

/5)裁荷の多少に恂らホ圓滑なづレー下作用が確貴に

1尋メこい.

C6)づレー千作用中づレーキ管の箪ξ力低下を防_止したい

r7)づレーキ,共置坪}言形卜轟,を弧勺弼てt,たい

3 電磁弁付室氣づレーキ装置

竃磁弁を使用したー・例としては獣逝岩の電車がある、
'

Cれは 3レー千を掛・けた時、づレーキ管に河薪寸けられた電

磁弁によってづレーキ管の減墜を行ひ、づレー千作用の急

述に行はれ乙様にしたものである。列牢が高速麼にな乙

ーづレーキ弁を操縱してから贊際にづレー千效果が現れる

迄の室走時闇が大きな問題となつて來る、例ヘぱ時述

150 仟で疾走tる高述列車でづレー千の掛、りが 1砂遅れ

るとその間忙約42米列車は進行するとと＼なり、それだ

け停止距敵が延ぴるととになるから高速列車用としては

ガレー十の掛、りが極めて迅述でなけれぱならない。電磁弁

1て依るとづレー十作用が列車の至車鯆に一秀汁こ、且迅速

に博逹が出来、前記(1)及ぴ(2>四目的が建せられ

るので最近は松害列車忙於て1、電磁外を併用せん凸する

傾向が見受けられる。

第 1 圖は電磁弁を使用し,た乙場合のづレーキ管の減座

及ぴ 3レーキシリンづりノ嘩力上昇・を11寺問的に示1、た4 の、第

、、

最近の空氣づレー

8

置

言

1
7
r
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時闇(S)

第1圖電磁弁を併用して、づレー牛管
の減歴を行ひたるため前後車の減艇蒔
問を一様に頻蔀俗赤し、づレーキシリンダー歴
力の上昇、齊一急速となつた。

0

0

レ

5

シリンタ

4

、、、

4

、、、

鋪1車

ーーー姉10車

Vーキ

t'

珊ヅ

プレーキ,

S2566

S2569
6× 1

2

田

、、

2 圖は同じく電磁弁の無き場合のもの

を示したものであろが、とれ等を比較

tると電磁弁の效果が歴然としてゐる

第3 圖は電磁弁付室氣づレー千装置

用の"レー千弁を示したもので、との

づレー千弁は常用づレー牛位置と非常づレ

一牛位置で電磁弁を作用せしめる電氣

接觸器部分を備ヘてゐる。

電磁弁の使用力式にも種々あるが兎

に角高述度用室氣づレー千には電磁弁

の力を借りると主力蔀琶對に必要と考ヘ

られる。

、、

8 12

井問(5)

第2圖電磁弁を使朋せずづレーキ管の
減歴を行ひたるため立郊璽時問は齊一を
欠き且延長した結果づレー牛シリンダ歴力
の上昇も努はず緩慢とたつた。
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4 減速調整装置

車輪と制輪子との摩擦係數は高速度では著しく低下す

るから、高速度列車のづレー牛率は非常に大きく(2以)~

舗0%)してあろが、減速と共に摩擦係數が増大してづレ

ーキカが車輪と軌條間の粘着力を凌駕するに至れぱ滑由

を惹起するので、之を未然に防_止tろため減速調整装置

叉は滑り防止装置が必要となる。

第4圖は減速調整奘置によつて列車が停車する場合、

列車速度の奨化に對してづレー千シリンダの室氣座力の塗化

を示した一例で、との装置では減速に從ひづレー千シルダ

の座力が自動的に第1表の如く三段忙低下する様になつ

てゐる。

昭和 18年5月 菱 電 機

120

80

列

第 19 卷第 5 競

40

列車述慶

105 以上

プレーキシ

0
0

第 1 喪

づレーキ己りンダ墜力
(k9/om゜)、

第5圖は減速調整装置の調整機部分を示した圖であつ

て、との部分は台車に取付けられ、車軸からぺ}レトによ

り廻轉が油の中の錘りに傳ヘられる。その廻穂速さの相

違によって豫め低、中、高の速度別に設けられた電氣接

觸片が動いて電磁弁に至る電氣回路を開閉する。その結

果電磁弁が作用してづレーキシリンダの室氣座力を適麼に吐

出し、づレー千率を塗ヘて行くのである。 i

減速調整装置には上記の外、種々饗つた形式のものが

發表されてゐる。叉滑・り防止装置に就ても種々の形式が

試験されたが、併し何丸も未だ完至な域に逹してゐない

様である。

第 4 圖

ング誕力

2010

時闇(ヨ)

減速調整装置に依って列卓速度の低減に應
じ自動的にづレーキシリン゛歴力の低下レたる
耿態を示す。

.き
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5 自動列車制御装置

最近の如く運輸量が著しく堆加して列車の運轉が幅轆

して來ると種々な黙に考慮を加ヘねぱならぬが、その内

信琥機の誤認による績行列車と先行列車の接近叉は追突

が一番問題にされる。との危儉を防_止するため各種の保

安装置が要求されてゐ乙。即ち注意信琥叉は停止信競に

より自動的に列車を停_止し、或は列車の述度を制限tる

様にした自動列車制御装置が盛に研究されてゐるのはそ

のためである。

第6圖の爲眞に示す確認弁付突當弁もとの種保安装置
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の一例である。

第7圖は上祀突當弁を装置した機關車用室氣づレー千装

置の一部を示したものである。信琥機の附近に設置せら

れた地上装置が停_止位置となつてゐる場合、運轉手がそ

れを無覗して閉塞促間に進入すると、前記突當弁の突當

テコが地上共置に接觸してそのためにづレーキ管の室氣が

突當弁より吐出され列車を急停車せしめるのである。

自動列車制御装置に閥しては將夾益々各方面で研究せ

られるものと周、はれる。

6 室積づレーキ装置

積載荷重が大きな貨物車等でづレー千力の大さが燮ヘら

れ無いものは、室車の」昜合と積車の場合にづレー千力に過

不足を生じづレー千作用が圓滑にゆかない。斯様な車輔で

は積荷の有無に依つてづレーキシリンダ數を増減するか、づ

レー千シリンダの室氣駆力を鑓ヘてづレー千作用が圓滑に行

はれる様にする。室積づレーキ装置士稱せられるものは、

との目的に使用する装置である。叉室積づレー牛装置と

は多少趣を異にt乙が高述度郊外電車等で混雜時のづレ

"ノ

ゞ、
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、

歴力加減器

自動列単停止装置

＼

確認弁付突賞弁

一十力不足をシリンダの室氣駆力塗化により自動的に袖命、

方法が考案されてゐる。とれ等は荷重の多少に拘らホ常

に圓滑'なづレー十作用を得ると占を目的とするものであっ

て、との種室氣づレー千装置も今後谷々その心契を痛感さ
れるものである。

7 補給弁装置

我國の如く線路に勾配の多い所では璽々列車は長い下

b勾配線を下る場合、づレー千を掛けて列車速度を抑列し

つX運轉を績けるととがある。斯かる時づレー牛管の室氣

洩れにより運轉手の意圖しないづレーキの自然増加作用が

起るのでそれを防止して常に所期のづレー牛力を得るため

機關車には補給弁装置が装備されてゐる。との装置は列

車の等速運轉上にも、機關手の負擔輕減のためにも極め

て此要なので近時盛んに使用されてゐる。第8圖はとの

装置の取付開係を示したものである。

8結 言

以上室氣づレー千装置の最近の問題と、その趨勢を略記

したが、室氣づレー千装置用部分品は從來單なる車輔附屬

品として一般に輕覗され勝であつた處、列車速廣の昂上

に伴ひその重要な役割力語忍識されろに至り各關係方面で

も盛{て研究される樣になつた。

吾々もその重責を負擔すると共に需要者各位の御朝待

に副ふ様折角努力してゐるが、新研究の完成には各關係

各位の緊密な御協力に俟つ處が多いので末筆ながら今後

の御協力、御支援を願つて捕筆する。

第 8 圖 補給弁装置
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内客梗概

我國に於ける無軌道篭車は甚だ不活淡であるが、限られたる寳材を以クて愉送力を増強
する一方法として再檢討の要ありとて、Ⅱ肝重車輔の特徽及そびの二三の確氣方式の得失等
に就て述ベ、最後に今般新設された名古屋市電向の、のを略記してある0

1.緒

諸外國に於て、無軌道電車が本格的に活動を開姶して

より僅かに數年の遲れを以って、我國に於ても京都市電

がとれを採用された事は、衆知の通り「沼和7年で、當時

外國品に伍して、國産遍.としては當靴製品も之に參加し

たのであるが、雨來外國方面では、此種車鯆は相當活躍

し居ろ模様であって、大東亞戰争直前の頃迄の倩報で

は、敵國米英等では益々堆車され居る様であつた。

一方盟邦ドイッの如きもとの大規模の單鄭寺下に在り乍

ら、着々零卸術中と報じ居り、イタリーも國内各地の都市で

相當數運樽して居る由であろ。

無枇道電車が諸外國に於て蛎くも發展してゐるに不

拘、我國に在つては昭和7年以後一向に喩設、新製等の

機運に悪まれ・゛に既に 10年を經過したが、此種車郁の

有する特性上、都市の輪途}吠況其他より1焼て、心、ホや將

來あるものなる事を深く期し、當赴は鴬時より研究の績
行を怠たらなかつたのである。

更に現在の戰時繁忙裡の輸途力堆張の祝黙よりする

も、或ひは所要贅村の見地よりも、確かに一種の戰時的

車輔とも稱し得るであらう。

今般名古屋市電御當局が、諸種の條件を御老究の後、

大阪製作所

'"

井

621335.033.91

無軌道電車OD柄の新製を決意されたのであ、るが、當赴
はその電氣機器一切を急ぎ製作納入し、既に開通の運ぴ

に立到ってゐる。同市電としては勿論引續き金兌意堆車御

計書中の由であり、他の諸都市にても次えと御老慮中の
趣であるので、茲に無軌道電車用電氣方式及ぴその機器

に就て述ベ、街疇十批先の御參老に供し皮いと思、'、。

徴2.特

無肺九道電車は駆々有軌道電車との b合の子"などと稱

せられるが、との語は洵によくその性質を表してゐる。

即ちその特徴と中すべき黙を羅列してみよう。

ア靴道を区、要としない事は何と中しても常今の如き

時局に於ては特に重要覗tベきである。

イ進行方向に自由陛がある故、限りあろ路面を有効

に使用し得る、叉必要なる場合には先行の車幌を

追越し得ろ。

ウ乘客が人道にて乘降出來る事は只に便利であろの

みならホ、車道の混雜を綏和し、叉人事事故の如

きをも1徐去し得る。

工車輪がづムタイヤであるため乘心d也は苔だ良好であ

リ、運轉時の靴晉を"細咸し得・る事は、單に乘客の

みなら中、一般都市居住岩にも大いに歡迎さるべ

きであらう。

オ路盤占の粘着系數が大であるから、加速、減速の

度合を充分大きくする事が出來て、車楠としての

}重行育E率を高め1与る。

(參老迄に運轉特性とも見るべきもの X一二の例

を示せぱ第1圖の通りである)

力有軌道電車程の輪途力は無くとも、乘合自動車よ

りは強力であり、然も自動車の場合の様な悪臭や

震動は全く無く、運轉台廻りも清潔である、此等

の事項は乗客及一般通行人の双方から喜ぱれる。

キ自動車よりも運轉操作は六いに簡單且容易であ

る。

40

25

1

3.主電動機の個數及種類

1煕軌道電車を述ベるには先づ車体台車を祀すべきであ

らうが、此等は常祗の叫工門外であろため、茲では單にそ

2D

1 1

無軌道電車と其の電氣方式

16
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の電氣機器に就いて記述する事に歎じ度い。

ア 1個電動機か或ひは 2 個か

叡電氣方式であるが、差當り主電動機を1個とするか

分個とすべきかが問題である、主電動機を2個として直

並列制御を行ヘぱ、運樺に要する電力消費は少なく、叉

停車場問の距航が短かくて加速度の小なる程、との節約

量は大であり、更に主電動桜の1個が故障した場合も、

とれを切放して運轉を績行する事が出來る。

一方1個電動機の場合は前者よりも消費電力量は大で

あろが、主電動機の信頼性が堆力1ル,て居り、他に駆動装

置、制御装置等の簡易化をも伴ひ、所要贅材の節約、製

作の容易等、認むべき黙は多々ある。

外國の例を見るに、英國は複卷電動機を多く採用し居

ろ關係からか、配線の複雜化を避けて1個電動機のもの

多く、ドイッでは 1 個付、 2 個付の双方が採用されて居

わ、贅材の豊富を誇る米國はどちらかと言ヘぱ近來は 1

個付の方式である事は注目に債すろ。

尤も有軌道電車忙在つては車軸當りの牽引力は車輪と

軌條との摩擦系数の開係上、餘り大きく取り得ない、從

つて2姉以上を別凌の主電動機にて運轉する事は是非辿、

要であるが、無軌道電車ではとの心配は少しも無く、1

軸で充分運榔出來る、との事柄が叉無軌道電車として望

む處の輕量と云'"'に合致するのである。

イ複卷か直卷か

複卷、直卷の何れを抓用するとも、車輔牽引用として

は内燃機關よ叺途かに良好なる特性を右し.居る事は申す

迄も無い處である。

複卷電動機を使用tるのは、容易に回生制動を行ひ得

る事からし,て、電力の節約及走り装置廻りの損耗を少た

く tる等を期してゐるのであらうが、無軌道電車の車輔

抵抗は相當大であり、且減速座にも自ら制限がある故、

回生し得乙電力量は餘り六でなく、主電動機の重量も堆

加し縢ちであり、更に調塾の相い巴云'、事項は充分注意

を要する。

直卷電動機では、俳造簡單、輕量、圓滑なる調整可

能、安債等の黙に於て複卷より勝れて居り、ドイッ、米國

熊軌道確車と共の篭氣方式

の如きも専ら直卷を採用し居る。

以上各項を考慮の上、當赴も現在の處直卷を採用の力

針であるが、既に開稜せる二三の電氣方式は次の如きで

ある。

龜井

方式4.

ア 2 個電動機付自動加速の方式

第2圖が本方式の接績圖であるが、女の如き特徴を具

備する。

(1) 2 個の直卷電動機を直並列に制御する。

(2)可雛加速の電室式自動制御であろ。

(3)非常制動用として1段の手動式殘電制動ノ.庁

を有する。

(4)室氣づレー牛装置を具備する(圖示せホ)

當社に於ける電室式自動加速の方法は既に紹介濟のも

のと同一であるから賓略すろが、有軌道電車よりも運行

自由度の大である無慨道電車では、交通の閑繁、勾配の

程度、乘客の數等に應じて加述度を奨じ、以つて合理的

逓軸を行'、と云.、機能は大なる特徴であらう。

然も自動加速式であるから、運轉手の足踏操作する

ペ釦レの行程が短力K との弌釦レに加速度を罰仟卸する

ノ.,チを附加してゐるため、その操作は自動車の場合と

殆んど同様であつて、然も更に容易である。

此種車鯆の急停車用として 1ノッチの礎電制動を行ひ、得

る方式としてあるが、之を行'、際にはペ釦レとは無關係

に逆轉器把手で操作する事としてある、凡そ硬電制動、

一般的に言つて電氣制動を設くべきゃ否や、もし設ける

必要あらぱ如何なる方式にて如何程のノ.,チとすべきか

は、使用する場所に依り相當調査研究すべき事柄であ

る。

尚主電動機の界磁弱め制御を如何に耳U及'、か、或ひは

叉室氣づレー千装置の必要性如何等を檢討すべきである

力入此等に關しては順を追つて後述tる。

イ 1 個電動機付自動ノ.,チ進めの方式

電氣機器其他の各種装置を縮少乃至は簡易化する事に

依り、贅材を合理的に節約tると共に其等の重量の經減

を圖る事は、無軌道電車に於ても勿論不

可缺の事柄であるため、室氣づレーキ装j(、. L 貞喬 0 え貝' 1!
!'ー'5 」」」、」、

置を油座式叉は機械式のものに換ヘて電

動座縮機關係品一切を略し、他に制御装

置用主回路接觸器を堅牢小型の電磁接觸q

器占なし、ノッチを自動的に進める方法

凸しては、電磁接觸器自体に附屬する聯

動装置と別に設けたる限流狼電器とを組

合せたものとする等の方法を講じて、装

置の簡略化を圖ろのも考慮に入れてよい

ーつの方式であらう。

との限流根電器と主回路用接觸器の聯

動装置とに依る自動ノ,りチ巡め方式の詳

細は、本誌當月琥の多段式電車制御装置

13
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中に詳述してゐる故、茲にば更めて詮

明を加ヘない事とtるが、此種の方式

とtれぱ、電室式制御装置の如き室氣

シリンダ乃至は電磁弁等の如きを要しな

いため、至つて簡單た乙織迭主なし得

ろの、6あ乙。

第3圖は本方式の接績圖であるが、

力行、制動の夫々の場合に地{じ、足踏

昭和 18・年5月

式の主幹制御器を適宜踏換ヘる事に依

リ、自動的にノ.りチを准める方法とし

てある、茲に裴電制動を行なはんがた

めに特に設置する器具とし,ては、唯單

に主回路用電磁接觸器2個のみである。

尚叉力行の場合と礎電制動とでは限

流機電器の動作電流を發更せしめる事

を要するが、限硫鞭電器を2個設けるが加階は感心出來

中、或ひは1個の同鞭電器忙分捲コイ】レを附加する事を

も魔し、鞭電器電流コイjレに途中口出しを作り、との口

出しを利用して適常なる接續をする事に依り所期の目的

を逹してゐ乙。

第 3 圖では誘導分路を以って 1段の躬め界磁を行つ
てゐるが、同様の方法で、 2ノッチ叉ばそれ以上とする

事も出来る、然し界磁制御を多くする事は主電動機の外
形を大とする傾向がある故、留意すべきである。

叉主圓路の主抵抗器短絡用接觸器も、遊尺の理を感用

せる接續とtれぱ、少ない接觸器で多くの有効なるノ,"

を得る事は風示の通りである。

唖するに簡單なる制御装置にて力行、喪電制動の双方

のノ.ワチ池めを自動的とtる力式は、輸途耿況の如何に

應じ硫力寸こ好適なる場合もあるであらう。

ウ 1個電動機付非内動制御の方式

有軌道電車の連結逓轉忙は總括式の自動制御を通例と

し、近來では單"車運榔の市街電車に迄もとの方式が巡出

し,て來て居る、との自動術噺卸方式では運轉手の操作の巧

拙は餘り問題でなくて圓滑なる運惇、即ち主電動機に尖

、 L.

司,
足紬」"制血器

電

断力行η

,゛.、

' 11'開閉容

ι准樽容糾鎧
^ーーー甲一ー^

機

〔.
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第 3 圖

R5

触砥加連
糖電器

Rし
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1 個篭動機付自動ノッチ縢めの力式

頭的激流を與ヘる事なしに、粘着系數の許し,得る黙迄加

速度、減速度を大とする事が出來る。

然し無軌道電車ではゴム輪と路盤との粘着系敷が極め

て大であるから有慨道電車とは大分趣を異にし、乘客に

對する影轡占云ふ黙から此等が制眠を受ける事になる。

倫無枇道電車を自動制御tる際は、雨雪、勾配、乘客の

多寡等の各種の場合忙差支ない加迹度、減速度とtる必

要のあるため、非自動制御方式の如く、其の時の條件に

應じて適當なる運轡を行'、と云'鞘゛通性力りヒ皎的少な

く、表定速度の向上、電力節約等の見地よりすれぱ、非

自動式は決して無覗し得な込、其上機器を電氣的に保嶺

するには、自動式にても非自動式にても同様に過負荷糠

電器を備ヘてゐろのであろ。

殊に我國の現状にては、特別に誘慮すべき資材の黙よ

りするも、先づ以つて非自動式を老慮すべきであらう、

との寳材に就いて申せぱ、此種車煽用電氣機器所用贅材
の 50%以上を占める主電動機を篤と考'、べきである。

無軌道電車の動力傳共き装置としてはCardanshaftdrive

の如きが一般に多く使用されてゐ乙ため、主電動機の回

轉軸は當然車鯆の進行方向と平行に配置され、齒數比の

如きも 10:1 内外であるから、その回榔數

を相當高め得・る。

との事は重量の輕減を特に切望する此種車

楠向としては好都合であり、通風にも考慮す

る等の注意を拂つて、他に絶豫材料を考慮し

て温度上兵.を最大限度迄とし'、その重量も外

形も充分切詰めるべきであ乙。

然し一方粘着系数の大である事は車輪にた

りを生じ難い事とな乙から、その設計に當つ

ては、上記の通り切詰めたものであつて向且

つ電氣的忙も機械的にも、充分の過負,荷に耐

ヘ得る構造とする事が肝要である。

5.名古屋市電御採用の方式

今般名古屋市電に新設された無軌道電車
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は、自重 6 トン、 50 人乘りで、總重量は約 9トン、その

電氣方式は1個電動機村'非自動制御、弱め界磁1段、發

電制動なしであるから、前述の第4圖に示t通りのもの

である。

本車煽に用ひた主電動機は 60OV、 50 kw、 1,700

r.P血.で、電機子卷線の超縁には硝子繊維を用ひて導体

断面積の縮少を期し、その織造の一部には可能なる範園

内にて經合金を使用して重量の輕減を圖り、更に電磁的

騒晋除去の貼,迄をも考慮したのであるが工場試驗結果は

滿足tベき成績であつた、第5圖はその外形を示し、叉

その特性曲線は第6圖の通りである。

制御方式も既に述ベた處の簡單を旨としたものであ

ろ、唯足踏式主幹制御器の力行最終ノ',チたる第 11

昭和 18年5 河 ノ卑' 電 機

ノッチの次に今 1 つの特除ノ,,チを設け、運轉中に急停

車を行ふ必要の生ホる様な際に、萬一運抑手が弌釦レを

踏切つても主回路が直ちに開き、一産開の欣態となtじ

ぱ、足踏制御器を"断"に戻さなけれぱ再ぴ主回路を閉

ぢ得ない様な電氣的聯動装置を設けてある。

更に本無軌道電車では電氣制動装置を設けて居らぬ

が、とれは設備の簡易化を旨とtると云、忌理由の他に、

電氣制動を用ひて急激なる制動を行'、と云'、事は、諸腫

の機器に影郷する處大なり七の考慮からである。

第7圖より第9圖迄は本車姉用制御装置用器具の一部

である。(第 4 圖參処り第 10 圖第 11 圖は本車鯆の外

親及ぴ運禅台を示したものであ乙。

第 19 卷第 5 賊

列車の電氣回路渡し連結器

三斐貴用新築登鉄(第 304545 琥)

逹結車煽問の電氣制御回路渡し桎は、車鯆に

固定された栓管に、渡し径を挿込む力式を普通

主してゐる。然るにとの挿込式渡し栓に於てぱ

接觸指に、燐青銅の如き高級材料の使用を立、要

とし、土作に手數を要すろぱかりでなく、形肱

及重量を大ならしめ、且接觸壁力小なる爲接觸

不完至となり、殊に氷黙以下の温度にて使用t

る時ぱ、接觸指先等の氷結により、故障を生ヒ

易く、叉按黙數多きものにありては、接黙相互

の僅かな饗位により、挿入取外しが困挑となる

が如き、幾多の缺黙を有してゐる。

本築は上記の如き缺黙を一掃する爲、按黙を

衝合式となした改良新型である。即ちパネ(2)

.

によりて突出する導電体(1)を有する栓受(A)

と、上記導電体(1)に接觸すべき固定導電体

(4)を有する渡し桎(B)とから成り、桂受

(A )に設けた支軸(5)に係_止すべき係_止部

( 6 )を渡し、栓(B)の圍筐(3)に設けた

る事を特徴とし、衝合接觸を行はしむ乙もゐな

るが故に、工作を容易とし、構造簡單にして輕

量となり、支軸(5)を支黙占して開閉せしむ

る爲、接觸時に狂ひ無く確實なる操作を行ひ、得

る貴用上の効果がある。

倫本案に於ける接黙の數は任意である。例ヘ

ぱ主回路の開閉用として、單に一個の按黙のみ

を設くる場合は、接觸導体が大なる爲、從來の

挿込式に於ては、僅かの饗位難形に對しても、

其の接觸を不可能ならしむろ事があ乙が、本案

の如く、衝合式主すれぱ、多少の奨位に對して

も、接觸は完途せら乙＼特徴があろ。
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電車用電動機のアル

内容梗概

電卓篭動翌ゑ及空氣撚縮電動機の圭種及補極線輪のアルミ化に就て談計方針並に試作結巣

を論じ、現在のi群削吠呪及ぴ從來の篭動機の設言修tものに有する餘袷の檢討に依り、從來

品との互換性を最高度に保持し、且叉工場の生産工程{ト火した支障を來さぬア」レミ化の可

能性を寅證した。

1緒

電氣車用各種回轉機の電機子、界磁線輪其他に使用し

て居る銅材にアルミニュームを代用する事は、外形寸法を

銅材使用の場合と同一占すれぱ一般に容量の低下を來す

事は_止むを得ない處であるが、戦時下の重要資材たる銅

材を節約する爲めには如何にしても之を断行する力策を

立て乙事が刻下の急務であらう。

本問題に關しては鐵道省が率先とれを採り上げられた

のを始めとし、車煽統制會其他各力面に於ても之が研究

更に雉んでは代用材の使用に對して多大の努力を拂はれ

て居乙のであ乙が、當赴に於ても勿論此の問題托就き鏡

意試作研究を續けて居ろ次第であ乙。以下電鐡用主電動

機並に補助電動機のア1レミ化に關しヂ斤見を述ベ併而其の

試作結果を詑す乙事士する。

2 現状の檢討

各匝贅材を想、ひの幟に用ひ得る時代には、設計上並に

使用上に就て容量に對し、多少のE鉾谷を有せしめるのが

通例である。

然し乍ら電氣車用電動機類は一般他種電動機に比して

苛酷なる使用に供せられるに不拘、其の取付場所其他の

關係上切詰めた設計とす乙のが立前であるとするも、當

今の如き駄勢に在つては鏡意檢討を加ヘて、些少なりと

も含剣浴のある場合は許し得る範圍内に於てとれを除去す

べきであ乙。

從つて例ヘぱ萩規に車鯆を計譜する場合は、糾邉剤伏態

運轉條件等の詳細を極めた調査に基いて、走行曲線を算

出レ、之より得られ乙正確なる實効電流価により心、要最

小限の主電動檢機容量を見出すべきであるが、一方既設

線ヘの堆車の如き場合にも上記の如き計算をなし、主電

動機容量の再檢討を行命、と同時に現車試驗に依る温度上

昇の測定を行ヘぱ、兩者を此較する事により、更に合理

的に容量の過不足を判断する事が出來る。補助電動機に

於ても同様であつて、鯲作者にて作成したる試驗成績並

に現車に就ての温度上昇測定結果とを此較檢討する事に

依り、定格価に對し1鉾谷の程庭如何を見出す事が出來る。

、、ノ、.ノ^、^、J 「一、ー、J 、ノ、ノ、J 鬼"、゛^^^、」「、ノ^、J 、「一、ノ、ーー「一J 、J

火阪製作所

化に就て

e21.333:621.315.53
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幸鼻

更に車輔の運轉方法如何により、主電動機の加熱状態

が荘しく異るのは朋かである。此事は市街電車の如く直

接制御方式を抓用し、しかも起動、停、止の頻繁なる場合

に於て特にそうである。即ち運榔方法の工夫に依り起動

電流を減じ、更に叉階走を極度に利用せしめ、以つて主

電動機の通電時問を減ずる等の方策を講中れぱ、温度上

昇を大やに低減し得・乙事は申す迄もない。

要するに電動機の外形寸法を銅材使用の場合と同一の

ま X にてア1レミ化して、伺容量の低下を來さしめない事

は稀には可能なる場合もあるが、先づ先づ不可能の事で

あ乙故、上述の如く主電動機容量の吟味、並に運簡力法

の工夫等により、叱、要容量の最少限を見出し、之を基七

してアルミ化を計'書すれぱ、外形寸法を蕃の盤とすろも

ア1レミ化し得、る可能性が六いに増加ナるのであ乙。

3 ア」υ三化の方針

電動機のアjレミ化に際し、鋪一に着手し得る方法は、

主極並'こ鞘極線輪の導体に銅材と同一寸法のま、にて

アルミ線を使用tる事であ乙。此際A級絶縁のものはB

級絶繰に燮更t乙事を考ヘても、尚常然容量の低下を霞

想され乙が、之力敬Π何な乙程変で喰止められるか、研究

を要する問題である。若し之が前節に詑述した容量の餘

裕と打消し合'、なオLぱ、十分贊用に供し得.るものとなる。

此方法によれは二蒼電動機とア1レミ化電動機との部分品

の互す奥陛は最大限に保持されると共に、電動機の特性ぱ

能率が1%内外低下するのみにて速度牽引力等殆んど塗

化なき故、銅機占ア1レミ機占の混合使用も可能となるの

である。

或程度大馬力の主電動機に就ては、出來る限り現在の

外形寸法を磁保しつ＼内部織造に設計塗更を加ヘてア1レミ

化し、容量の低下を防ぐ方法を採用し得るものもある。

即ち室隙を極度に切詰め、界磁アンペアターンを減じ、更

に内部織造の難更にょり室間を堆し、界磁導体の寸法を

堆大するのである。併し此方法を至般的に行'、には製作

圖面、工作用工具等の新規作成に相常な手數並に時日を

要し、之が爲に現在の生産工程に一六支障を來さざるや

も計り難いのであ乙。故に之は飽くまで最後の手段主し

躬春

一
二

言
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たとい考ヘる次第である。

徹底的にア1レミ化するには更に電機子線輪を考ヘる吃、

要がある。アjレミ導体の寸法は蕎銅導体寸法其ま Xとし

容量の低下を老慮外とした場合、最難問題は口出.線と整

流子ライザ部とのと接續を如何にするかといふ事であ

る。此ライザ部は特に高温に耐ヘる事を要求されるもの

にして、若し處理方法不完至なれぱ直ちに半田弛み事故

を發生し、電機子燒損を招來する心のなる故、此黙に關

し今後共大いに研究し、銅及ア】レミの需ホ創伏況次第では

直ちに實施し得ろ如き態勢を砕立し置き度く老ヘて居ろ

4 アルミ化電動機の成績

當赴では鐵道省の御指導のもとに、先づ第一に MT→

30 形主電動機、並にMH-57形室氣座縮電動機のアjレミ

化を實施した。之等は何れも主極線輪及補極線輪の導体

に、寸法落のま、にてア1レミ線を使用したのであるが六

に其成績を略述し、向ア1レミ化刷子保持器につきて心併

せて述ベる事とする。

ア. MT、30 形主電動機

界磁線輪をア}レミ化する場合、工作上第一に老ヘなけ

れぱならぬ事は接合の問題である。ア】レミの接合問題は

各方面に於て研究されて居るが、當赴に於ても接合に關

tる委員會を設置して、諸種の方法につき研究し、今日

迄に相當なる成果をあげて居る。しかし諸方法には夫々

の特長があり其優劣を直ちに断中る事は出來ないので、

作業簡單且相當確實性のある銅メ,井方法を採用し實施

したのである。之は先づア1レミニウムの表面を清淨にした

昭和 18年5月 二 電 機

る後鐵丈井を施し、其上に銅メッキをなし、以後は銅

と同様に取扱'、のである。但し半田付の際に餘り高温度

にて處理するとメッキ被膜が剥雜すろ事あり、此黙注意

が肝要である。補極及主極線輪の口出部は此方法により

銅丈井、半田處理を施したる上銅板製端子を鋲付し之

を更に半田付し,て接續部の完壁を期した。(第 2 圖、第

3 圖參照)

本電動機の試驗結果と、枠及電機子を其まXとし主極'

及補極線輪を從來の銅製のものと取換ヘ試驗したる結果

とを此較圖示すれぱ第4 圖、第 5圖に示す通りとなる。

横軸には夫々 1時間及逹續試驗の電流値を示し縱軸は

各々の場合の各線輪の最終温度上昇にして、抵抗法にて

測定した値を示す。至試驗を通じて接續部の異常は至然

認められなかつた。

B級絶縁を施したる主電動機の抵抗法にょる制限温彦

120゜C1時問定格

105゜C逹續定格

に逹する電流値を第 4 圖及第 5 圖より求むれぱ下表の

通りとなる。

第 19 卷第 5 競
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故に

る。

化し,たる爲の容量減少の割合は六の如くなアルミ

180
1時問定格 ^ XI00=76.5%
235 -"

113
連績定格 ^-×100=795%142 -/b

而して MT-30 形主電動機の公稱定格値は 1

にて 210A な乙故、(1)の 235A を 210A

鼈卓用確動機のアル

となる。

即ちアルミ化にょり11時聞定格に於て約 75%迄容量

の低下を來した乙も、公稱の11寺問定格容量は定格極限

の温度上乳.に對し約 10%の餘裕を有し,て居たが爲、容

最低下は約 85%に_止まつたのであ乙。今若し第2項に

決て述ベた乙如く、贊際の使用駄態に基き走行曲線を計

穿し寳効電流を求めたとして、此価が上鍋のア】レミ化電

動機の連續許容最大電流値 113A以、Fなりとす丸ぱ、ホ

方式通りのア1レミ化をなし,,て何等賢用上問題を牛.ぜぬも

のと考ヘられるのである。

イ. M質・57 形空氣歴縮電動機

本三豆動機もMT-30 形主電動機と同様主"極及i仙極急W輸

のみ蒼銅線と同・一寸法のアjレミ線を使用し接合部分は銅

メッ千法に依つた一但し、口W'線は爲眞に見ら乙＼如く線

(1)

(2)

時聞定格

忙て置換

180

210
X I00=85.5 %

輪導体に直ち忙縛り付け半田處理を行つた。

MT-30 形電動機の場合と同様に、アルミ機の試驗結

果と、主極及補極線輪を從來の銅製のものと取換ヘ試驗

したる結果とを比較圖示すれぱ第9圖、第 10 圖に示t

通りとなる。接合部の過熱其他の異常は至然なく、此部

ヱ作方法の適否は、長期聞にわたり實地に使用したる後

ならでは判明せぬが、之も叉至く問題なきものと考ヘて

居乙。

本機はA赦絶縁を施し"てある故抵抗法による制限温度

100゜C30分定格

85゜C連續定格

に逹する電流値を第 9 圖、第10 圖より求むれぱ大約下

表の通りとなる。
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故にアルミ化したる爲の容量低下は
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142,

に於ては頻繁に起動、停_止を繰返し、且起動時には定格

電流値の 10 倍内外の電流が流肌るのであつて、定格を

30分にとる事自体に矛盾があり、寧ろ連續定格を採用

すべきものと考ヘられるのである。事實至負荷電流 5.9

Aにて 30分運轉後の銅機の最大温度上昇は第9 圖より

約22゜C にして、定格値のみょり老ヘれぱ 100゜C に對し

て 78゜C の餘裕を有する筈なるも、實際運轉に於ては斯

の如き大なる餘裕は至くぁり得ないのである。次に30分

定格運轉にて規定最高温度上昇 100゜Cに逹tろ電流値

は銅機の場合 145A、アルミ機に於ては 9.8A なる故定

柊値 5.9A に對しては何れも相當な餘裕を有し、表面上

はアルミ化を行つても何等問題なき事となる。故にア}レミ

化したるが爲の容量の過不足は、賓地運轉に於ける温度

上昇を測定したる後に始めて断定さるべきものである。

然しー・般に主電動機に比し、て容量上より言つて、濫か

にアルミ化し易き事は明かである。

(ウ.)刷子保持器

ア1レミニウム鋳物は黄銅鋳物に比して伸及硬度小にして

粘さ少き爲、機械的衝撃の大なる場所匝使用する忙は相

當の用意を辿、要主するものである。當赴忙て試作せる

アjレミ化刷子保持器は如馬力 60OV MB-162-M 型

主電動機用のもので、此黙に十分留意した設計とした。

之が外觀は第Ⅱ圖に示t通りで、刷子箱は火花並に磨

耗に耐ヘる様黄銅製とし、アjレミ合金製保持器に取付サ

る朧造とした。保持器のネ子切りを要する部分にはすべ

てづツシュを挿入し,ネチが急激に磨耗せざる様考慮し

た。斯如き構造なる故相常長期問の使用に耐ヘる見込な

るも目下阪赫電鐵にて試用を御願し居る次第忙つき、問

冶なく放結が明力斗てされる事と周、命、。而して之が成緒次

第では、其まXの織造とするなり或は不都合な個断あれ

20

昭利 18年5 阿 ].' 電 機 第]9 卷第 5 耽

第 11圖ア1レミ化刷子保持器

ぱ改訂するなりして、刷子保持器ア}レミ化の力策を解立

したい主考ヘて居ろ。

言5結

從來の標準型電動機の主極及補極線輪の導体を鶴寸法

のま Xにてアルミ化する事は從來品との互換性を最高

度に保持する事が出來、且叉工場の生産工程に大した支

障を來さぬ最も簡便なる方法であろ。而して、之に起因

すろ容量の減少は現在の運轉状況並に運轉方法を省み、

更に叉電動機の設計其ものに有する餘裕を檢討tろ事に、

より相當程度解決し得るもの主信ホるのである。從つて

アルミ化に當つては先づ此盤の事惰を十分老察したろ上

如何しても容量不足なりと断ぜられる場合に限り、電動

機の内部設計塗更をなすなり、或は外形寸法を大とする

なりして、用途に適合したる容量のもの占なtベきであ

る。

尚電機子線輪のアjレミ化は工作上に於て種々の難黙あ

リ、叉更に大なろ容量減少を確恬せねぱならぬものにし

て、刷子保持器のア1レミ化と共に今後大いに研究致し虔

いと老ヘて居る次第である。

絡りに臨み電動機のア」レミ化に關し,始怒御懇切なる御

指導を賜りたる鐵道省の各位並にアルミ化電動機の試驗

に並々ならぬ努力を拂はれた檢1評祁乎田技手に感剛の意

を表するものである。

N.........巨...官..........................冒..巨両冒...、.、...............゛.ー....=司......屑....=ー".........冒...軍........=冒.=..........ー.ー......画.............=........明....冒.=.咽
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車鞆用戸

(三菱寶用新築登録

從來、車姉用卷動型戸閉機械に於ては、大小

徑を異にする筒部に、個々の調述台を取着け、

兩調速台問を、通氣管により連結せしめた俳造

を普通士してゐる爲、調速が不便であるぱかり

でなく、、機械の至長を長からしむる缺黙があつ

た。本築は小徑筒盲Ⅲ則に調速台を取着け、六小

兩徑筒部に於ける多數の通氣路を、上記一個の

調速台に集め、之肌に取着けられた電磁弁、給

氣管及枡氣管に連絡せしめた構造を有するが故

に、操作簡便にして、機長は短くなり、堅牢に

(中皿D術成し得る効果がある。
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小型電氣機關車の戰時設

大阪製作所近

木

^

1.緒

我國刻下の急務は、生産の堆殘であり、之に件..0^

力の確保にある事.は言を俟たないが、此の重責を擔つ

て、當祀が目下完成を急ぎっ＼ある産業用小型電氣機關

車も相當多數にのぽって居り、與ヘられた貴重な贅材と

勞力とを最高度に活用して、述かに多量の製品を完成ナ

ろ事が吾等産業人の受持つ靴であつて、滅杉泰公の粋を

新たにしつ、、日夜倩進を綾けてゐろ所以であろ。

偶下、織道省及車煽統制會に於て、各種機關車の至面

的鞍時体制化が檢討されて居るが、重要贅材の節約、代

用材の活用、工作の簡易化等に起因する品質の低下は、

之を圷bN娘に_止め、最も合理的に多量生産の賓を擧げろ

爲には、相當劃期的な改革も必要であり、幸び多年に亘

る婁町乍歴史を持つ當祀は、此の經験を芸礎として、種々

な方策を樹立し、詳細檢討の末、着々之を實行に移しつ

つぁり、本論に於ては、目下製作中の製遍Hて就て、其の

現}伏を報告tろと共に、懸案中のものをも一曹師各述する

事とした。

内容梗概

單部寺下寳材窮籍殊に飼材及鋼材の入手困難に對處する代用材料の使用の儲、址現状を
述ベ、且多量生産に應じ得る樣工作の商易化に就て論じた。
猪中央車室型の端車室型に優れる所以を論じ、儲'耻の新設計を紹介した0
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2.代用材の適用

ニッケル、其他特殊金露の代用材が手戈々の爼上に上つた

のは、最早過去の事となり、電氣製轟'には不可缺とされ

て居つた銅及銅合金も、アjレミニウムの接合が寳用の域に

逹すると共に、次第に姿む治し、電氣機關車に於ては、

極く小數の個所を除いては絶無となし得る確信を得た。

鐵材料は、他の金暴に比して需給共、多量なる爲、從來

稍々ともすれぱ閑却され勝であつだが、時局の逵展と共

に、之も忽.せに出來ぬ問題となつて居る。凡ての資材は

二2ユ541

'
卓ゞ

N-293第 1圖鐵クローム製抵抗誹

引繊き研究中の電機子部分、刷子保持器等に於ける蔀減

が完成すれぱ、釦%以上の色愉咸も目隨の問にある。

配線用材料中、起動抵抗器回路用の導体は、支那事塗

當〒刀から既に鋸材を使用して居るが、電線及附爵端子等

もアルミ線の出現に依り即時轉換をなし得・ると共に、後

述の如き機開車形式の改良及機器の配置換ヘ等に依り、

極力使用量の節減を計り、主回路の配線は可挑1生を必要

とする電動機口出部分を1奈き、至部鋼帶を用ひる等、種

々計盡を世めて居る。

起動用抵抗器は、從來より格子型の缺黙を補ひ、、小型

椴關車に最適の、輕量にして耐震性に冨む特殊合金製の

姦

生産識線の武器であり、その活用如何が直ち

に戰力に影響する事を想、へぱ、使用材料の避

定には細心の注意を抽浴、べきであろ。

以下、當赴製小型機關車に於ける具体例に

就て概略を盲巳述して見る。

ア電氣部分

機關車至銅量の約乃%を彪、要として居つ

た電動櫨用銅材が、別項記救せる界磁線輪の

アルミ化に依つて、約50%餘官戴成に成功し、
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當赴標準 EW 型を採用して來たのであるが、主材料の

入手難と共に、代用材の研究に着手し、鐵ク0ーム合金に

依る同形式のものの完成を見て居る。試験成績は極めて

良好で、從來のものに比して遜色なく、既納品の補充も

可能となり、近來の大收穫のーつであると信中乙。

其他、後述の如くパンタづラワ、遮断器等に在つても、

代用材の活用に依り、却つて優秀なる新製品を産み出し

一石二鳥の好結果を生じたものさへあ乙。

イ.機械部分

當耻標準型機關車は第2圖の如く、酷使用に適する事

を主眼として、台枠を始め附屬装置忙至る迄、鋼板、形

鋼等の鋲村組合せを堅特して來たのであるが、鋼材の供

給が漸次逼迫の情勢忙ある爲、鋳鋼製棒台忰、鋳鐵製砂

箱等、入手容易なるもの忙惇換すべく着た計盡中である。

棒台枠は、形状の束紳を受けぬ事、内部黙檢容易なる

事等の利黙はあるが、破損修理の場合忙は相當の困難を

伴ひ、落盤、脆線、黙檢不良等を考慮すれぱ、鋼板製凾

型が最適なる事は明白である。此度、鋳鋼製棒台枠を採

用するに當つては、是等の黙に充分意を注いで、一体鋳

鋼製を避け、鋳鋼、形鋼を按配しブ'.劉尋の俳造を立案し

て、試作研究中である。

從來、パランス、自重増加等の爲忙用ひて居つた荷重は、

主として鋳鋼に依つて居り、此の目的で吃、契以上に肉厚

とした部分もあつたが、何れも可及的にコング上卜を充

坂する事に依つて、鐵材を節減する事とした。

其他、運轉台稜、窓枠等に使用する鋼材も、強度を彪、

要とせぬ個所には、木材を澀用する事とした。

軸受金は、白メタ1レの磨耗未礎見より起る障害を考慮

して、一般に砲金製が採用されて居るが、之を鍛鋼叉は

鋳鋼製に改め、警鐘用ベ】レメタルの如きも代用材を工夫

し、何れも目下鏡意試作研究中である。

其他ゴム材料の入手を見越し相當廣範圍に亘る活用の

途を考究中である。

昭和玲年5月
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3.工作の簡易化

從來より當赴は、實質本位の建前を堅持して來たが、

人的寳源の重要さが加はると共に、要を盡し、不要を省

くの主義に徹するの心、要性は、愈々堆大して來た。

装飾を主目的としたとも思、へる把手の鍍金、黄銅製復

板等は論外とし、銘板の如きも、直接弌ン千書とする

等、至面的に戰時色化致し居る次第である。

機械加工の省略に開しては、最も意を用ひて居り、單

なる外觀上のみの加工は至股すると共に、土作土程上、

必要ある個所も、工作法の改善に依り、出來得・る限b省

略し、逐亥能率の向上に努め居てる。

前述せる如く、當赴標準型台枠は、鋼板、形鋼等を鋲

にて組.合せたものであるが、數年前より、此の鋲村を至

慶して、第3圖に示す如き至熔接組合せに依る台枠を製

作し、製作の簡易化及製作期聞の短縮に成功して居るが

棒台枠の試作古共に、新たなる接合法を研究中である。

更に治耗品を始め、各部分品に就ては需要の加速度的

堀加忙對應して、夫々の仕様に應じ、各種標準部分品を

適當に組合t事に依り、製遍.の單純化と、工作の簡單化

とを計つて居るのであるが、目下車輔統制會に於て審議

推行中の、小型電氣機關車の標準化は、洵に時局に適し

た企てであつて、當赴に於ける此種製品の製作方針に對

し、竿頭一層の前進方向を指示されたるもので、同統捌

會の御方針に至幅的に從ひ、生産の堆強忙向ひ、新なる

努力を傾注tる覺悟である。

4.新型機器類

制御器ア.

當赴標準KM-31型制御器は第 4 圖、第 5 圖に示す

如く、經量、小容積の中に、直列5/,"チ、並列4ノッチ、

故障電動機切放装置を藏し、必要に應じては、電氣制動

も可能にして、既納 KM~21型との取換も容易であり、

小型機關車用として完壁のものと言ひ得ベく、改めて此

處に紹介する亥第である。
"0

イ.ハD倶クラフ

小型機關車用として、架線状況に雌じ、數種の標準遍,

を備ヘて居るが、摺動部分の銅材補充に對處して、淡素

第]9 巻第 5 貌

(ロ)内部

kM・31型制御器
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KM-31-B型1,1」御器

゛

小型電氣ぢ曼關車'の戰時設引'
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FFI

R

FFコ

リングーJ を上げ第二電動機のみ働

G一
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第 7 圖

車輪踏面略陥

T

一一

第 5 圖

R

R

じ.'リ

ニーソ

AA 2

八

＼

第 6 圖 S-102-A 型パンタクラフ キ22431

製摺動体を試作研究中であり、既納品ヘ適合、酷使用に

對する張慶等、諸極の問題の解決に勉めて居る。最近當

社に於て完成した、輕量にして強度大なる絶縁体は、鋼

管枠組の代用品として最適のもので、本轟.を採用する事

に依つて、鋼材の節減となるのみならず、枠組の絶縁は

觸電の危険を防'止する結果となつた。炭素製摺動体の完

成と共に、詳細報告する豫定であるξ

ウ.自動遮断器

耐堕、耐爆を主眼とした小型機關車用高性能の遮新器

を計劃中であつたが、此の程設計を完了、目下多量製作

中で、速断機構の改良、線輪のアjレミ化、遠方操作用特

殊把手の考案等、諸種の黙で薪老築を用ひて居り、此種

機開車用として好適のものと信中る。

F

KM-31型制御器接續岡
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5.補修に開する問題

輪車ア.

當赴標準型機關車の車輪は、耐久性、袖修容易等の見

地より、すべて'壽鋼製輪心に外輪を燒嶺する事として居

るが、外輪の需要増加に伴ひ、製作期間の長期化を來す

懸念を生じたので、一体鉛雑岡製車輪を納入し、踏面の磨

耗後、第7圖に示す如く外周を創正して、別途納入すろ

外輪を燒嵐する便法を講中る事占し,た。とれに依り、車

輪材料の活用、車輸拔取の手數省略の利黙を生小る事と

なつた。
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イ.齒 車

從來は耐久性を考慮して丸型を車軸に座入して居つた

が、取換を容易とtる爲、現在は専ら割型を採用すろ事

占した。

ウ.制輪子

磨耗部分に使用tる材料は、極力補充容易なるものと

すべきは當然であり、前述せるパンダづラフ用摺動体と
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共に、別材料に依る制輪子を種々研究中であり、使用者

側の御協力を得て、述か忙良材を完成致し度いと周、ふ。

6.機開車形式の選定

中央車室型の特長ア.

鑛山用小型機關車は、第 2圖の如き端車室型と、第3

圖の如き中央車室型が主として採用されてゐろが、車楠

限界等より極端な制限を受ける開係上、端車室型が一般

化してゐる。端車窒型は輪軸距を小とたし得る利黙はあ

るが、中央車室型忙比し、安定度惡き缺黙があろ。

昭和 18年5月 菱 電 機

第8圖中央車室型機關車橋造圖

第8圖は、當祀に於て月下計制中の中央車室型機開車

の略圖であって、兩者の特長を採り戰時型としたもの

で、輪軸距が喪分堆大する燿れはあるが、電氣機器を中
央に集中する事に依る結線材料の節減は可成大なるもの
があり、加之、機關車安安度は瑜加し、運轉條件も良好

となる。とれに前述せる,捧台枠を抓用し、薪新なる設計

とすべく努力中である。

次に転禅峠巨の堆大に伴円仲川傑半徑ヘの号井郡忙就て少し

く詮明を加ヘて置き度い。

イ.輪軸距と軌條半徑との關係

二軸固定式機關車が通過し得る許容最小半徑を決定す

る諸條件の關係に就て、筆者等は六の諸式を求めた。
1ν=輪軸距

G=軌問

y=曲線軌條に於て車軸中心線より車輪と軌條

との接觸黙迄の水平距離

α=上記接觸靴に於て車輪と軌條とのなt角度

A =使用駄態忙よる係數

とすれぱ、軌條の許界最小半徑 R は次の如くなろ。

』↓一工才

第 19 巻第 5 監

邑

0

により計算される。

(1)式の中、括弧内は曲線路に於て、機關車がその

遠心力の一部によって前後輪とも對稱忙軌條面を座し乍

ら、圓滑なる通過をなすものとした場合の最小半徑を示
すものであるが、賓際に於ては各車輪問に力の不均衡を二

生じ、一般には圓滑なる通過は期し得ない故、車輪の磨

耗駄況をも老慮して、機關車の使用駄態により A なろ

係數を定めた。

當赴標準型車輪の各車輪徑に對するy及S血αの価は

第 1 表の通りである。

第]表當赴標準型卓輪のγ及 Si加の値

X

.

K

第 9 圖

輪軸距と軌條半徑

との閥係設明圖

.ー゛

a)

(1)式の中、 y 及 Sin αは車輪徑及車輸々縁の形駄

(第9 圖に於けるK,,κ。,のにより泱定する数値であ乙
D=車輪徑

車輪徑

←(・.ー・1).

(mm)

610

660

とすれぱ

1 Y
^^

710

機開車の車輪徑 840mm 輪軸距1250mm 軌問 610mm

とすれぱ、六の如くなる。

R=5795mmxA』18m

前記せる中央車室型の抓用により、輪軸距が160omm

に増加したとすれぱ、六の如くなる。

R=7563mmxALΞ10m

一般忙最小半徑が10m以下の軌條は極めて稀であり、

との程度の輪軸距の堀大に依る軌條半徑忙對する影響は
特殊の場合を除き、何等の不者1夕合も生じない。

言フ.糸吉

以上記述せろ如く、當稚は贅材其他の悪條件を克服し

つX、産業報國忙一路邁巡してゐるのであるが、此種の

改革は、ひとり製作者の獨善的努力のみに頼乙ベきでは

なく、使用者側の積極的な理解ど脇力とを待って始めて

有効適切なる成果を收め得る、のであって、常面せる現

時局を契機として、兩者はより一層緊井iとなり、同甘共

苦、津然一体となり、總、力戦を戰ひ拔かねぱならない0

本艾は改良途上に於ける中間報告的のものであつて、

種々不備な黙は六方諸賢の御叱聲を得て、逐六改善して

行き虔いと思、'ー

760

(mm) 1
51n 以

y =1/(1<.-KD(D+1<,+KO)

8672

90,3
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Sln a = sln
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多段式

内容梗概

最近鼈車の商辻'喚化に富力、中体台卓の輕金化ど商加速座衞減速度制御力式の抓用に依

つて、小容{辻が'郵ル授を以て高虚定述成を得て輪途力の埒大を計ると共に、確力消賀量を

節約せんとナる傾内にあるが、」比の方式に相常する誓師1の KR-208型及び ALMIW事段

.ー!式制む1埒Xこ,上いて1削1即力才を籍{J鴫した。

1諸 言

自動屯特にパスに依乙交逓湘V山片咲髪逹が、市社が也及

ブ黙丘交弼ミミ全七"Xらラ)里i夕0イ岐して、夫ごゾの 1手泊1に夕}して

リリ1に・.らき'乙誇J戒を上:ルへj'C一吉劣、・、匙:、区夕之者'b種1力.らはゴ1

常た%;力を_以て、ブ1小ゞ"nを1;元さ中ム'上寸打'開に阿,Dし

来・?/',・云う時代もあつて、'ンt芋自動坤'の念延!なる震展

IC制職辻られて誇印,制櫛喫1Ⅱb靜÷D殴一にtj主に大きな鄭

1於をイ'1ノて三ミブC /_云 6 事力ξ小戸1で二。 1印ち'1亟ゞ愉なる'電』ぎ央

恐j辺、イt{て.y,奥司、る"fと jえり、耳q七石'U'J叫墜竜ゴヒ占イfⅡ矣"つ

てル飯力n 虫池'1口j1成j迦!1と・.Ⅱ"ニザ〕C'、,1采井・}し、、、上了下呈、'd>.、脚J梯1

を以て高表定凍度を得.し,め、上ノ、て冷途ゞ止の」令六を計る主

同時に電力消些量を酋珠勺して述軸.堂の色衝咸をけらんとt

た、斯くして非'常に多畷の起動f剣敏を鯆<・六二斯謡卸1段式

など上儒する高力批匝麼制樹1、力式のものが甃觴d、るに系つ

たq)'ξある。

そもそも多數の,起列斗斐数を置くと云う小・は、各段毎の

電流瑛化が少なくなる結県、'罵動般を整ij矧浪唖迄有効に

刊用して平均起動鼈流を商め、加も起動'寺の鵬滑1生を佛

保{_て楽客に不決た画動を喫ヘない等、城、有効邁切元

'て贄t施容易なるソj辻である。

然L、乍ら今や自動車、パスは敗は代用燃料に置き岩ン＼

られ、或は營業路制ゾハら姿を消す等!寺勢は一饗し,たご乗

書は1敷ナ曾の一j金を、辿りお乙外、自弱J車、パス等の減少は

どの事に更に拍車を力、けて居乙仍力旺見}伏で甫つて、電氣

鐵廼部門も戦時下重雲なる楡途力Jン除保乃至は喰張の線

車制御

大阪製作所
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621,337.12

忙滑うて、尚ほ・リ曾の識育謬量化が試みら札つ＼あり、多

段司加速虔制航1方式も此の槻黙より更に南〒所な乙創意と

工夫カシ廼C客さtl.るに至つた。

當i止に於ては肌にAB型叉はAI"型高加述Ξ勺制御發置

或輸>A型可漣加述式制符彬喪置を製作賓施し、好成裁を

典11七りた心であるど、本編に於てば貝、下鏡意製イ乍甲の

東京市.殿向KR、・208型多殴商加述式制都器及ぴ最近雙

作の上.阪科畷"蹴翫ヘ納入せるALM型多段高加述式制御

斗¥市V)ソ:{i冶{七÷沼才、「1一乙!..と至女し、、'、(。

Ⅱ KR・-208 型制御器

1.概 ー'.

KR・・208"酬磁謝卜器は直列 10 ノッチ、並列 8 ノッヲ粘1懲力

用 10ノッチを右する直按式制御器であつて高加邊亥を

ι、要,、十Z市街電耶:用主 l t汁瓢机、たもので粛る。司4捨
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は 750V、 50 HP、 2 台を制御tるに充分なろ容量を有

し、直並列制御、回轉方向の轉換、裂電制動故障電動機の

開放等從來型と同様の動作を行い得る他尚ほ次の如き特

長を有して居る。

ア.此の種多段式は織逝複雜に陥り易いが本器は織造

簡單、小形(約1100×425×27の且つ輕量(130旺)

とした。

イ.力行から制動ヘの按績の燮換を逝轉圓筒で行うか

ら、多段式にもかXわらホ制御器の高さは大きなら

ホ、從つて運轉操作が奔易となり制御機能を敏活忙

する事が出來る。

ウ.主把手を制動方向ヘ廻せぱ自動的に逆轉圓筒が力

行位置より制動位置に回郷して制動按續となろやう

機械的連鍵装置が施してある。

2.作用の大略

第2圖は本制御器の按續圖であつて、従來のKR-8型

と動作は何等奨りは無いが、少数の主抵抗器匝分を以て

猶多くのノッチ數を得・乙やう考慮し、而も起動を圓洞'占

tるためΞ欠の如き抵抗の知介せを行つた。

昭和 18年5月 菱

J

電 機

で制御せる場合を示す。兩圖を比較せぱ其の優劣が一目

瞭然とtろ事と思'ー

田 ALM 型制御装置

1.概 説

ALM 型制御装置は直列 10 /.,チ・並列 10 /,"チ・計

20/',チを有する自動高加速式制御装置であつて、 750V

50 HP 4 台を制御するに充分なる容量を有して居る。

今その特長を擧ぐれぱ下記の如くであろ。

ア.現在吾が國に於て廣く使用されて居る自動加速式

たる電室單位スィ四チ式或は電室カム軸式とは異なり、

機械的に至く個々忙獨立した重量の小なる電磁按觸器を

用ひ、之等接觸器の可動部分に附屬tる電氣的聯動装置

と別に設けた限所詩慶電器とを以て、自動的にノ,,チを進

めるι云'、電磁單位スィッチ式である。從て限所詳畿電器
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KR-8 π蟠噺卸器による起動ノッチンづ曲線

R,-R。-R。-R゛-R6-R6-R,

R。-R。-R4-R。ー・R。-R7

R。-R'-R5-R6-R7

R'-R6-R6-・・R7

R。-R6・-R,

''

1氏力t "ι分寺Ⅱ,合せ

1一

列

6

7

R5-R'-R。-Rコー RI
R --R。- Rプ

R5・- R'- R3・- R.
R5-R6-R7

R6-R4-R8
R6-R。-R7

[R11:弐,]

8

9

'}ξ

り

10

唯

、^

丁

40

1 1

3Ur・・ーー→

、Ξ

1ユ

60

゛

25 -

20-^一「一ー

13

、

0

-R。-R4・-R。-R。-R.
^^

R6- R'-R尋・- R?
R己一R。-R7

R -R -R

R5-' R6- R7

[t:アC.,]

r'ー;:Σ田
r゜一β:.,]

R。ー・R4-・R6-R6-R7

線電臥
篭動桜

14

^

列

60OY 2・ 50HP

MB、17 ! LR

15

1＼＼

"1 +'＼ト、＼
辻b

R5-R。-R,

16

一

80
起動ノッチンづ曲線は第3圖忙示す通りであつて、 MB-

171一工R 型 50夏P 電動識を KR-208 型制御器'6制御せ

る場合を示し、、第4圖は同一電動機を KR-8 型制御器
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第 3 圖
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'生L 車制御装羅 イ' 田

の動作に應じてノッチを進める場合に、可動都分は僅か

に唯一箇の電磁接觸器の可動部分と云含、・一小部分であ乙

ため、機械的慣性にょ乙不都合は釡く生じな゛のであ

る、即ち制御装置としての動作を一眉敏速且つ正確なら

しめた薪規のもの、6ある。

イ.制御装置としての重量を經減し、叉其の構辿を簡

潔とすろため、數の少ない主接觸器を以て數多くの主回

路ノ.,チを得・ろ事を考慮し、起動抵抗器の接續に遊尺の

原理を應用せ乙方式を用ひた。

ウ.限薪蔀磯電器には引上用分捲コイルを県備し、直列

及並列の各最終ノ,,チに於て補助狼電器の働きに應じて

限流根電器を引上駄態士なし,て、その接觸部を開き此等

各最終ノッチを碓保すると共に捌御用電力をも節約する。

2.作用の大略

本制御装置は

DH型電磁接觸器 10ケ

YA型過負荷根電器 1ケ

1'A 型限薪蔀塵電器 1ケ

直列桜電器 1ケ
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!存 5 圖

P 6

01

A工M 型電車制御共羅接頒圖

宅 写 8

並列鞭電器 1ケ

補助桜電器 1ケ

を主要器具とするもので、第5圖は接按圖を示す。以下

主回路及制御回路に分ち作用の大略を詮明tる。

ア.主回路用按觸器

断流器、共他主回路用按觸器は直流用小形耐震式電磁

接觸器であって、可動部分は上卞垂直の方向に運動す

る。即ち重力を利用してその動作を確實としたものであ

g 8

キ490フユ
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第 6 圖
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第 7 圖

ALM型制御奘置用主制御器及主幹制御器

一<

DH型電磁接觸器
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つて、適常むる慨さの獲仙yX乍用.炉浜つて開放作綿を

毎如塑にし、別に設けた吹泥芽尿殴びアーク硫lyと共に強力

な乙遮断能力を有す乙もので立乙。第7岡はDH皿姻訂茲

按觸器を示す。

接洲器可動部分の回柚.軸部は窒化鯛を軸とし、青銅を袖

受部とする合親的な組介せであり、可挑導体を下力に乘

直に取付けて肋作の岡滑だ期してあ乙。

制御回路の電源は穿詩泉靴卿1た乙750V であるため、主

按觸器に附屬する瑞動装置も 750V を按断す乙のであ

るが、との聯重力装置は電氣的に制御回路の軍要部分であ

ろ故、先づ第一に黙検に便利なろ俄迭主してとれを按觸

器の下部に設け、接觸子先には銀タンづステンを用ひて按

觸の良好と按觸部分の塵耗防_止とを期し、他にアスベスト

ねりものの内部に打く久磁石を設けたアーク硫し装置を取

付け、傑かの電流によ乙謡弧をも直ちに貝.イ)完桑に吹治

す織迭占してあ乙。

イ.主回路動作順序

起彰H氏抗器の.搖續に遊足の瞭王軍を死用して、少数山主
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接觸器を以て多數の主回路ノッチを得.るやう考慮した他

に、加速の圓滑即ち起動ノッチンづ曲線を合理的とした事

は勿論である。主回路動作順序は第8圖に示す通りであ

る。圖は第 11 /.りチより示して居ないが第 12 ノッチよ

り第 20ノッチに至る起動抵抗器回路の動作順序は第 2

ノッチより第10 ノッチに至る動作順序と至く同一である

叉起動ノッチンづ曲線は鋪9圖に示す通りである。

3.制御回路

ア.鞭電器類

a.過負荷狼電器(0,エ, R)

力行運惇中過負荷の生ホる場合には、本糎電器が直ち

に動作して〔上S〕〔P〕〔G〕(S〕の各主接觸器用電磁

コイル回路を断つて主回lyι開く。

b.限流根電器(工R)

本鞭電器は主回路電流値に應じてその接觸部(L,R)C

を開閉して主接觸器電磁コイ」レを勵磁し、以て自動的に

ノッチを進めるのであるが(第5圖參'昭、)との接觸部に

て断續される電磁コイルの電流は最大 750 V、約 1.5A

であるため、電弧の遮断を正磁占すべく接觸部分の材質

を銀タンづス〒ゾとし、、叉接觸部と並列に蓄電器をも設け

てある。

他に本鞭電器には引上用分捲コイ1レがあつて直列及並

列の各最終ノ."に於て、後述の補助根電器の働きに應

どて、(エ,R)を引上献態としてその接觸部を開き叶等

最終ノ,"を確保tると共に制御用電力をも節約tる。
C.直列鞭電器(SR)

主回路が第 1/.,チにある際ιこ主幹制御器を舗 2ノッチ

に移した場合に本繼電器は動作するのであるが、其の後

は主幹制御器を断とする迄働いて居り、その目的とする

處は主幹制御器を第 2/."に進める事に依り主回路を

第 2 ノッチ以上に進めしめるにある。

d.並列携電器(P. R)

主回路が直列最終ノ,,チたる第 10 ノッチ迄進んだ場

合主幹制御器を第 3/,"に定置する際にオ蔀疑電器が動

作し、先づ至起動抵抗を主回路に入れ、六いで直列切換

用主接觸器(S)と(P)(G)とを釖換ヘ乙。

即ち(PR)は直並列の渡りを司るのであって"渡ψ

の動作が完至に行はれる期問のみ佐仂くのである。

e.補助鞭電器(A R)

力行運轉績行中主幹制御器を第 2 叉は第 3ノッチに

定置して主回路が直列最絡ノッチ叉は並列最終ノッチ迄

維んだ時、(工R)を引上駄態とする事を主目的として

本キ懐電器を設けてある。(AR)は om"、"h"、"d"の 3

種のコイ1レを有して居るが、各コイ1レの機能は次の通り

である(第 10 圖參照)

ノノmノノコイル

主回路が第 9 ノッチより第 10 ノッチへ世む場合及ぴ

第 19 /,りチより第 20 ノッチへ雉む場合、即ち直列並列

各つなぎの最終ノッチへ移る其の時に第 10 圖(A)に

示す回路駄態占なつてリm"コイルが勵磁さ札(AR)を

多段
^^

f{Ξ 車制御装置

(C)

松 田

IA,

R,

凡

IA・

1B

A弐

.

29

LR

Π1

PR

151

R

【H

IH,

8

、1D

H,

111,

( A)

PR

三

第 10 圖補助繼篭器(AR)の動作競明

引上ると同時に〔R0 も閉となつて第10/ーチ叉は第 20

ノ,りチとなる。

ガhガコイル

"m"コイルにて引上られた(AR)はリm"コイルに依

り第 10 圖(B)に示す圓路にて引上られた盛であり同

時、に(工R)の保ち用分捲コイjレをも勵磁して化R)

を引上欣態に保つ。

クdクコイル

直列最絡ノッチたる第 10 ノッチ(こ在つては(AR)の

働きに依り、(LR)を引上状態として居るがノッチを更

に進めるためには(工R)を再ぴ動作せしめろ必要があ

る。とのためには主幹制御器を第 3ノッチに移して線番

3 を電源に接續する。斯くすれぱ第 10 圖Cに示す通り

先中リdυコイルが勵磁され而もリh0 コイルと逆に働く

ため(AR)を引落し次いで(LR)を再ぴ働き得る駄態

とするのである。即ち"d"コイルは直列最終ノッチよ

り並列ノ,,チヘノ・りチを進めるために必要なコイルであ

る。

イ.主接觸器附弼聯動接觸の機能

ALM 制御装置に在つては主接觸器に附屬tる聯動接

觸は重要なる働きをなすもので、唯單に主接觸器の動作

順序の確保或は回路の保安を目的とする以外に積極的に

ノッチを進めると云う機能をも県備するものである。換

言すれぱ他の一般の此の種制限装置に用いられて居る電

室式カム軸制御装置に於けろ制御圓筒の如き機能をも併

せ有するものである。

8
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4.制御回路の動作
.

ア.主回路第 1 ノ哩チ

主幹制御器を第 1ノッチへ入れろと

T一生幹制御器制御鬮筒・-1^1

昭和 18年5月

一主幹制御器述轉圓簡一4-1800Ω一・4A一池轄^

_(0.L.R)C-1T-1豆1-1S-1800Ω・-1SI-_S_1SO-1il-8 にて
〔S〕閉

器接觸片一4B(0.L.R)C-4C-1S-8 にて〔LS〕

閉

ー(PR)C-1A-1亙1-1AI、-500Ω一IM^
_____上1二ー、ーー1

1 -R.-1G-1瓦1-1GI-(LR)0-8 にて(RD

電

1-1・.-8 にて〔R0は閉のまま

即ち主回路第 1ノッチカ薪告成されて電車は發車する同

時に限流繼電器住R)も引上られてその接黙(LR)C は

IGI-8 の間を断つ電車の迹度の堆すに從つて主回路電

流は六第に減少し再ぴ化R)0 にて IG1と 8 を接瀧し

ても直チ畔譲電器の動作せざろ限り主回路は第 1/・,チの

イ盡であ乙。
亀

イ.主回路第 2 /,りチ

主幹制御器を第 2ノッチへ暹むれぱ線番 B より直列

鞭電器 SR が働く、從つて(SR)0 が接績され〔R0 は

閉となる同時に〔R。〕の保ちコイ】レ立力斗勒磁されるた.

め〔R。〕は閉の儘々の際〔R。〕〔R'〕の各保ちコイ}レr。、

r'、同時に勵磁されるが保ちコイ1レを勵磁するのみでは

〔R。〕〔R0 は閉とならぬ。

ウ.主回路鋪 3 第 4 ノッチ

〔RD 閉にて(LR)はX動作するが暫時にして(工R)C

が接となれぱ〔R。〕が閉となり同様の方法を繰返して

(R'〕が閉となる。

エ.主回路第 5~第 10 /'りチ

以下同様にして限流鞭電器と電磁接觸器の聯動装置と

の相冱:作用によりノヅチは自動的に暹めら丸第 10 ノッチ

即ち直列最絡ノ,りチに至る。

即ち第 10 ノッチに於ては

〔R.〕閉にて

^'

れて居る(AR)の引上コイ1レ(AR)m も勵磁されるた

めに(AR)が動作して(AR)自体を引上げてとれを引

上状態に保つ事にょり(工R)を心引上げろのである。

即ち主幹制御器を第 2/."とtろ時は主回路は第
10 /,,チ迄は自動的に暹むが鋪 10 ノッチに移る直前に

於て(AR)の働きにより住R)が引上られてしまふた

めノッチはとれ以上進み得なⅥ。

オ.第 10 ノッチより第 11 /,,チ(並列第 1 ノッチ)への

渡り

主回路が第 10 ノッチ忙ある時主幹制樹瑶品を第 3 ノッチ

に進むれぱ(AR)が引落される。

(AR)が下がれぱ並列鞭電器(PR)が働くとの PR)

が一度働けぱ(PR)0 を以て"渡り"の期問中はその引

上駄態を保持する。

一方(PR)が働く事に依つて次の各動作が展開され

る。

2.1~1A 問は(PR)C にて断たれるために〔RO〕~〔RO〕は

開く

三菱

IR11-1A。-1800Ω一IN^

第 19 巻第 5 競

閉

30

b、〔R.〕のみは

1-(PR)C-1K-・180OB--1N-R.-8にて閉の儷

C.

,ー・1PI-1800Ω一IP。-G-8 にて〔G〕閉

〔G〕聞にて〔S〕開

〔 S〕開にて〔P〕閉

の順序を以て直列よク並列ヘの渡りを完了する。
.

d.直列より並列ヘの'波り'が完了すれぱ(PR)も加動作

前の}吠態に復齢する。

e.↓リ、上の各動作が完了して生回路は第 11/,,チへ湛む。

カ.第 11 ノッチより第 20 /,,チ迄
主回路が並列ツナギとなつてからの第 11ノッチより

第 20 ノッチ迄の各ノヅチの動作は第 1ノッチより第 10

ノッチ迄と至く同一である。
'

言Ⅳ結

多段三や制御装置は以上述ベた如く感度鏡敏なる限流機

電器の動作と相俟つて表定速度を高めて輸途量を埒六し

加ふるに起動の際の電力消費量をも節減し得る事になる

込のである。加速率の埒加は最高述度を餘り高くせホと

も其の表定速度が得.られ從つて電動機容量も少くて濟む

事となる。敵國米國に於ては起動段數160段或は270段

に及ぶもの迄作られ、加迹度も 7粁/時/秒の高加速率を

與ヘて居る。陸海將士の勇戰善謀に依り陸に海に室に赫

々たる大戰果を舉げられて居る現在、最小限度の贅材を

以て最大の機能を裴揮すべき優秀なるものを設計獣q乍し

敵米英を此の分野に於ても完至に打破する事とそ吾々に

課せられ九責務と信中る。此の意味に於て本編は當赴の

新型多段式制御装置の大略を述ベて讃者諸壱の御批判を

莫ふ次第であろ。

1・ー(01.R)C-1T-(PR)C--1P-1艮1^

1-(PR)C-1亙1^1-(PR)C-..、 1
-AR.-1B -1R I-1AI-500 Ω一IA。-R.^

'-1G-1百1-(LRC)-8[ー^^^

IB_.頁1、-1B。ー(SR)C-1A。-1800Ω一IN-r,-8

にて〔R0 の引上コイル及保ちコイ1レの双方が勵磁され

て〔R0 閉となり起動抵抗器を至部短絡tるが此の際上

記回路K込示す如く〔R0 の引上コイ1レと直列に接績さ

゛
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内客梗概

當赴最新の電鐵用墾電所の制御方式の概統であクて、鐵糟水

奴整流器使用の場合にクいて制御並ぴに保護共置の各々にっい

ての解統である。

最近の電鐵用燮電所制御方式

昶戸製作所厄艾

1.緒

決戰体制下の輸途力を擔'、繼氣鐵道用迷電所の責務は

"且大なるものであるが、此の迷電所の主要機器たる塗

流装置としては既設箆電所の擴張と云'井予殊事倩を除い

ては、水'艮整流器以外は考ヘられない耿勢に成つて來

た。水銀整流器には硝子槽のもの叉は鐵糟のものがあろ

が、小容量のものを除けぱ、重負、荷饗電所用占しては過

負荷耐量から云ふも叉壽命の黙から老ヘても、鐵槽水銀

整流器(以下單に整流器上祀述tる)は其製作技術並ぴ

に研究も順調に經過し、倫一方に於ては格子使用の成功

と相俟つて、其運轉に就て卿かの不安も無K成り、向後

計渕さるべき燮電所には整流器が使用されるものと考ヘ

られ乙。

水銀整流器制御用配電盤は整流器運轉の安全及佐貰性

を司るものとして塑電所の頭臘にも比すべき重要性を有

、『'『、ノ『』一「^、ノ、JJ、コJ、"一」「ノー〕「、.J 、一「、ー、.

するものである。以下當赴標準制御用配電盤及制御方式

に就て簡單に記述tろ事とする。第1圖は格子付整流器

制御装置展開接績圖を示す。

2.整流器眞室保持装置

整流器糟の眞室保持は整流器糟冷却水と共に其運轉上

不可缺のものである。當赴の眞室保持装置としては整流

器本体に永銀蒸氣ボンづ及回轉眞室ボンづを具備せしめ

眞室の保持に努めると同時に、記銘型眞室計をして時々

刻々の眞室度を指示且記鋒せしめ叉必、要に應じ警報を獲

し或は整流器保護装置を動作せしむる事として居る。

水銀蒸氣ボンづ及回轉眞室ポンづは共に制御盤に取付け

た制御開閉器により運轉し得る如くして居る。尚回轉眞

室ボンづは白動叉は手動にて運轉出來るのであるが、幽

動運榔の場合は回轉眞室ボンづと水銀蒸氣ボンづとの闇

に設置せられた袖助眞室糟の氣抵繼電器により其運轉を

制御する様に成つて居る。

3.駐弧厨弧装置

黙弧及勵弧も共に制御盤上の切換開閉器の操作により

自動、或は手動何れにても行ひ得ろ如くして居ろ。黙弧

621.318.2.07:621,33
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弓

第2 岡眞空脚筒の外觀

は直流方式を、叉勵弧は支流方式を使用して居る。而し

て自動手動何れの方式に於ても、黙弧勵弧共に鞭電器に

より是を行はしめ、手動の場合は制御盤上の開閉器の閉

合により、又自動の場合は整流器電源用油入遮断器の投

入によ畔隆電器を動作せじめて黙弧勵弧を行はしめて居

名。

4.格子遮断動作装置

整流器格子には平常負、性直流偏倚電雌と怜子用塗座忙

依る稍尖頭波に似た電座を重疊せるものを加ヘて、陽極

の放電を鞭續せしめ、尚陽極の失弧等の事故を防ぐ手段

巴して、陽極の放電開始の時より以前に其の屬する格子

に格子用雛座器電座を加墜せしめて居る。直流側の短絡

或は逆弧の如く交流側に過大電流の通じた場合は、高速

度過電流繼電器を 0.5~2サイク】レで動作せしめ格子用雛

座器一六側の電源を遮断し、格子には前記負性直流偏倚

電座のみを加座し、陽極の放電桜續を抑巫する如くして

居る。

第 19 卷第 5 競

,ぜ

ぐ

、〆

,ノ'く々,ムー半y
」.、ー^ー'、'

,

ゴ^

一)

5.故障表示装置

故障表示装置としては集合故障表示繼電器及同用補助

穩電器を制御盤に取付け、故障發生と同時に故障の種類

を表示器忙表示せしめ同時に警鈴叉はづザーにより故障

の重大性を類別せしめて居る。即ち

1.眞室度の異常降下

2.陽極温度の異常上昇

(陽極負荷の不平衡及陽極の異常)

3.整流器槽用冷却水断水

等の故障時には主開閉器類をして回路を遮断せしむると

同時に電鉛によりて警報を談し、其他篭電所の監覗人の

注意を促す必要あ bと思、はれる故障に對してはづザーを

Π鳥らして注意を促t事として居る。

6.制御盤

制御盤は第3圖に示す如く常赴標準 HM 型配電盤に

て黒塗大理石盤を使用し盤表面には制御用鞭電器類、制

御開閉器及運轉表示灯一切を取付け尚制御盤後部の枠組

6SX-2

431、 43-2

47-1

47-2

48

51-1、 51-2

51-3、 51-4

51-5、 51-6

51X

52

52T

53

53X

53Y

53Z

54

54C

54H

リ

0P

e

J D-60
C0

SC

BT-2

MC-62

同 上

釖換開閉獣K手動自動切換用)

述相繼電器(諜作Π嘘弁)

上(格子安歴器一、吹仙D同

皿部寺繼鼈器

交流側過術抗繼篭器

高漣股繼磁器

向 _上

伺上用補助繼'心器

油人泣断器

阿上見分路引外線輪

勵弧用繼確器

鷲弧用電磁接簸措ふ

岡士児袖助繼篭器

限fl$繼電器

逆性高迹皮速断器

同上用閉合線輪

岡上用保持線輪

声

MC-^14

F L70

MC22

JD

HS

720

72T

76

88VX

88V

99-1、 99-2

BL

CS-54

CS-72

LS

L0

L03

SP

D-2

M・、C40

伺士用閉合線輪

同上用無電應引外線怜

直流;岡心流繼靴器

回愽眞空ボンラ爪補助繼電器

同上用鼈動機

水銀ボンづ断線保護用繼鼈器

鈴
fr旦

'替」

高漣疫述断器制御開閉器

氣中遮断器制御開閉器

佶凱獣登(空色)

向上(儘色)

同上(グ)
タンづラスキツチ

多ε舗i1石:力稔言十

Ⅱii允'翻力琵五1'

直流確歴計

漉流秡算電力計

MC-42
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最近の鼈鐵用鑾鼈所制御方式
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第3圖制御繋級

には記録眞室計用補助器具類、黙弧勵弧用絶縁饗座器汲
、

補助器県、水銀蒸氣ボンづ用絶縁雛駆器並ぴに抵抗、格

子用塗座器其他を取付け、制御盤は他の燮電所用配電盤

より部して單獨に整流器の附近に据付け配線用電線を節

約得.しろ如く設計して居る。
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「連結車鞆に於ける運轉手及

車掌相互問の連絡信号回路」

(三菱贊用新案登録第 319366 辧)

n

.,、'1 ・1_

1 1 '11 11'1 1 1 ^.」
把抄"勇

複數車輔の連結蓮樽.に於て、各車鯆所屬の扉を、

一括し.て閉閉きせるには、左右兩側の選擇と、連結

塗更による切換ヘとに對し、多數の渡し栓と、連結

塗更の都度f渡し栓の切換ヘを行'、べき煩雜とがあ

る爲、各車鯆厩に圷ちム」型切換開閉器を配置して、

その切換ヘによりゞ渡し栓の數を少なくし、連結塗

更の場合も、渡し桎の釖換は行はホして滅む様にな

つてゐる。本實用新案ば、各車彌の扉開閉状態を、

車掌より運轉手ヘ、叉或場合には、その逆に相互的

信琥を行はし,むる爲に、前祀の扉制街咽路中に配置

し,た「ドラム」型匂片奥開閉器と、共動的に匂}換ヘらる

、、信琥回路匂j換用「ドラム」型開閉器を設け、車掌

L

' 1,.
^^^

'^i、1,i^」

」

-1.

フ.結 言

以上ば當赴最新の電鐵用饗電所の制御方式に關す乙概

誘であるが、時局下輸途の重大性に鑑み、益々技術の研

饌を誓'、次第である。
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運榔手間の連絡用信琥回路を必要限度の二線に_止め、

連結饗更即ち前後車鯆を入碁ヘて連結するが如き場

介も、單に開閉器の切換ヘを行'、のみにて、簡單に

行はれ、且乘務員以外の位置の信琥装置は一切働き

(中野)得ない樣にしてある。
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1.三菱特許第155310琥

炭素亞鉛結合電極を使用する積層乾電池に於ては

炭素層の電導度大にして、電解液の浸透に對tろ防

_止力大なる京が肝雲である。炭素は其の特性に於て

接觸抵抗大なるものであるから、接觸回數が多けれ

ぱ、接觸抵抗が大になり、電導度は低下す乙事常然

である。即ち過小の炭素粒子のみを使用tれぱ、

定の厚さに對して、粒子數が大となるから按鱗抵抗

は堆し、電導度は低下tる。叉粒子數を一定にt乙

と、厚さが苅くなり、電解液の浸透を促す恐れがあ

る。逝に大なる粒子のみを使用すれぱ粒子相互聞に

間際を生じ、電解液を浸透させる。叉大なる粒子の

みを使用し、結着料としてワニスの如き揮發分を含

有するものを使用tると、間際内に介入tる結着料

の溶剤が蒸發して、室際を作り、同じく電解液の浸

透を促す事になる。何れにしても一方に遍すれぱー

長一短である。本發明はとの中庸をとり、大なろ粒

子と、小なる粒子とを適宜に混合し、大粒子に主と

して電導の役目を果させ、 dY粒子は間隙を充坂する

と共に、電導の補助を行はしめ、以て電導度良好に

して、電解液の浸透に對す乙防止力を大ならしめん

占するものであろ。

因に新種の特許として、英國マクづライト、ホー1レデ

インづ、りミ予,ドの日本特許第 141434 琥がある。之

ぱ先般申請にょり當赴に専用琵許せられたが本發明

占要旨をーにtるものではない。兎も角も、炭素暦

の構成に對しては、多年の研究が貴を結び斯種積府

乾電池古しては、他の追從を許さぬ、最高級の優秀

品を提供し得る事となり、賞讃を拍してゐ乙。

2.三菱特許第155344琥

積層乾電池に於ては、亞鉛極板の一面に、超繰黒

鉛暦を塗着し、その黒鉛層に合郵佐隣按せしめ、黒

鉛暦としては、粉末黒鉛を粘結郵ル練合して、亜鉛

極板に塗布する事を普通とtろから、黒鉛粉末のW,

結を充分ならしむろ爲、絶縁性粘結剤の配合量を六

ならしむれぱ、電導性が減殺され、少きに過ぎれぱ

電解液が黒鉛屡中に浸入して、亞鉛極板を宥蝕す乙

事になる。

本發明は、斯る缺黙を除く爲に、黒鉛粉を熱硬化

性樹脂例ヘぱ加熱にょり硬化す乙石炭酸系樹脂、叉

は之に類tる樹脂と混合して、亜鉛額吋反面上に、均

齊に塗着せしめ、且その黒鉛層の表面に、バラワイン

機械油、種油、鯨油等の油脂類を、單獨に、叉は況

合物を塗布する事を特徴とtろもので、前掲油脂類

は、表面張力により、フkを反撥tる織質があるから

積層乾

菱

J

電 機

黒鉛層に塗布すれぱ、電解液の浸入によろ亞鉛極板

の庸蝕、を防、止し、且黒鉛層中に生ビ勝なる小氣孔を

充坂して電解液の浸入を一昼阻_止し得る働をtろ。

黒鉛粉は數硬化性結着料にて固化せられてゐろから

加歎しても黒鉛屑は張固に確保せら札而も表面の油

唱類には、之を流動せし,むる程の勲は傅はらホ電解

液の浸入阻.止の効果は失はれない。即ち電解液に對

する而M血1生を瑜大し,、南己放電を少くする事が出來

常赴鯲品が、他靴品に比岐し,て、奔命を倍加せしめ

得た一素因を成し,てゐる。

3.三菱特許第15妬82琥

積層乾電池の最大使命は、容積の利片リ雁を六にす

1事にある。制限された容枯で、作用物質の量を堆

第19巻第5蹴

3'1

せぱ、絶繰物

に制限を來た

ゴ、から、不完

至を尭れな

ー。本裴明は

作用物質の量

を可及的増六
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冒
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し、而も超緒
心 7

を完至ならし
.,.....ー.゛一電

め所定の容秋
卜

を超ヘざる様 合剤小側而圖

苦心が判桃よれたものである。

即ち合剤(1)電解液吸收体(2)及炭素亞鉛結

合電極(3)を其の順序に於て重ねてなる單電池素

体を、複數個積層して成る乾電池に於て、合剤が電

角早液吸收体{て接tる部分の周邉の角を切取り、との

部分に絶繰可塑物を充坂せしめたる京を特徴とす乙

ものであ乙。圖中(4)は淡素居、(5)は絶縁外

包、(6)は合剤の電解液吸收体に接する面、(フ)

は切取り科面を示す。上記の如く介剤の角を切取れ

ぱ・、電解液吸收体(2)の周邊から泌W'すろ電角到夜

を介して、介郵ル亞鉛杉犲長とが短絡tる唆れがない

から、吸收体の端より合剤の接觸面を内方に收まる

如く小ならしめその量を減少せしむる如き手段を採

乙必要なく、而も超繰を完至にする嘆が出來る。參

誘迄に本發明による製品主、在來品の試驗結果を示

せぱ下表の通りであろ。
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但し 10,000 オームの外竹側氏抗にて妬V~34V の

試驗によ乙。(中野)
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